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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
開
催
し
た
「
ぎ
ふ
の
木
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

７
」
で
は
、
２
万
人
を
超
え
る
皆
様
に
木
の
良
さ
や
木

を
使
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
「
１

０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
」
で
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
着
実
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
１
０
０
年
先
に
向
け
て
望
ま
し
い
森
林
の

姿
を
描
く
「
森
林
配
置
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

森
林
の
あ
る
34
市
町
村
全
て
で
地
域
検
討
会
が
開
催
さ

れ
、
既
に
策
定
が
終
了
し
た
市
町
村
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
低
コ
ス
ト
再
造
林
に
欠
か
せ
な
い
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生

産
で
は
、
昨
年
度
か
ら
約
23
万
本
も
増
加
し
て
お
り
、

着
実
に
苗
木
の
供
給
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、

「
環
境
保
全
林
」「
観
光
景
観
林
」
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

モ
デ
ル
事
業
地
を
選
定
し
、
針
広
混
交
林
化
や
景
観
に

配
慮
し
た
施
業
方
法
の
効
果
検
証
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
、
市
町
村
の
森
林
行
政
が
重
要
と
な
っ

て
く
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
支
援
す
る
「
岐
阜
県
地

域
森
林
監
理
士
」
の
育
成
も
順
調
で
、
認
定
後
に
は
地

域
で
活
躍
い
た
だ
け
る
よ
う
県
も
最
大
限
に
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
は
人
口
減
少
社
会
へ
と
突
入
し
、
50
年

後
の
生
産
年
齢
人
口
は
約
４
割
も
減
少
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
て
の
産
業
界
に
と
っ
て
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
森
林
技
術
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
岐

阜
県
の
林
業
界
に
は
切
実
な
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
「
日
独
林
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
」
で
は
、
人
材
育
成
、
技
術

継
承
に
取
り
組
む
第
一
人
者
が
一
堂
に
会
し
、
こ
れ
か

ら
の
森
林
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
両
国

が
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、
新
た
に
人
材
の
確
保
・
育
成
の
た
め
の
拠

点
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
加
え
、「
林
業
版

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
の
開
設
や
、
新
規
参
入
者
の
支
援
、

通
年
で
の
雇
用
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
の
構
築
な
ど
、

人
材
の
確
保
か
ら
定
着
ま
で
の
取
組
み
を
総
合
的
に
支

援
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
県
民
の
皆
様
に
森
林
・
林
業
に
対
し
て
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
全
て
の
世
代
に
対
し
て
、「
ぎ
ふ
木

育
」
を
実
践
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
更
に
力
を
入
れ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
木
材
の
需
要
面
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
低
迷
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
な
需
要
の
創
出
に
向
け
、

新
用
途
開
発
へ
の
支
援
や
、
首
都
圏
・
中
京
圏
は
も
と

よ
り
、
韓
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
圏
に
向
け
た
販
路

拡
大
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
秋
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
設
置
さ
れ
る
「
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ

プ
ラ
ザ
」
へ
木
材
を
提
供
す
る
事
業
協
力
者
に
岐
阜
県

と
６
市
町
村
（
関
市
・
中
津
川
市
・
郡
上
市
・
下
呂
市
・

白
川
町
・
東
白
川
村
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
機
会
を
活
用
し
、
国
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
一
層
進
め
、

県
産
材
の
さ
ら
な
る
需
要
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
県
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

岐
阜
県 

林
政
部
長

　高
井 

哲
郎

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
岐
阜
県
で
は
、「『
清
流
の
国
ぎ
ふ
』
づ
く
り

の
全
面
展
開
」
の
元
年
と
し
て
、「
人
づ
く
り
」、「
魅

力
づ
く
り
」、「
安
全
・
安
心
づ
く
り
」
の
三
つ
の
政
策

の
柱
立
て
の
も
と
、「
中
小
企
業
総
合
人
材
確
保
セ
ン

タ
ー
」の
設
置
や
、千
三
百
年
目
を
迎
え
た「
養
老
改
元
」

と
「
白
山
開
山
」
の
記
念
行
事
の
開
催
、
東
京
五
輪
施

設
へ
の
県
産
木
材
の
提
供
の
決
定
な
ど
様
々
な
施
策
が

積
極
的
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
政
関
係
で
は
、
現
在
の
森
林
を
、
新
た
に
「
木
材

生
産
林
」「
環
境
保
全
林
」「
観
光
景
観
林
」「
生
活
保

全
林
」
の
四
つ
に
区
分
し
、
一
〇
〇
年
先
を
目
途
に
、

県
民
総
参
加
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
森
林
の
姿

に
し
て
い
こ
う
と
い
う「
一
〇
〇
年
先
の
森
林
づ
く
り
」

を
柱
と
す
る
、
第
三
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
林
政
全

般
の
施
策
推
進
の
み
な
ら
ず
、
環
境
面
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

団
体
活
動
の
支
援
等
多
方
面
で
県
民
の
生
活
環
境
の
向

上
に
貢
献
す
る
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」
も
、

平
成
三
十
三
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
林
整
備
の
推
進
に
は
、
そ
の
担
い
手
の
住
む
山
村

地
域
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
す
。
岐
阜
県
で
は
、
平
成

二
十
三
年
度
の
中
津
川
市
の
大
型
合
板
工
場
に
始
ま

り
、
瑞
穂
市
の
大
型
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
、
郡
上
市

の
大
型
製
材
工
場
が
稼
働
を
開
始
す
る
な
ど
、
木
材
の

受
け
皿
施
設
の
整
備
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
施
設
整
備
と
、
従
来
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
や
林
道
、
作
業
道
な
ど
木
材

生
産
基
盤
の
整
備
が
こ
こ
に
き
て
、
木
材
生
産
の
増
大

と
い
う
形
で
成
果
を
あ
ら
わ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
県
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
主
伐
、
再
造
林
に

よ
る
人
工
林
の
若
返
り
に
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な

ど
、
林
業
を
核
と
し
た
山
村
地
域
の
活
性
化
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
七
月
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
年
は
、
異
常
気
象
の
影
響
か
百

年
に
一
度
と
い
う
豪
雨
が
多
発
し
、
こ
れ
に
よ
る
大
規

模
な
山
地
災
害
が
各
地
で
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
防
災
、
減
災
の
視
点
か
ら
も
治
山
事
業
や
間
伐
等

の
森
林
整
備
の
着
実
な
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
中
、
国
で
は
、
更
な
る
森
林
整
備
を
推

進
す
る
た
め
「
森
林
環
境
税
（
仮
称
）」
の
創
設
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
十
二
月
に
決
定
さ
れ
た
、

平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
、
自
発
的
な
林
業
活

動
が
見
込
ま
れ
な
い
条
件
不
利
地
の
森
林
整
備
及
び
そ

れ
を
担
う
人
材
の
育
成
・
確
保
を
、
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
財
源
と
し
て
、「
森

林
環
境
税
（
仮
称
）」
と
「
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）」

の
創
設
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
林
の
公
益
的
な
働
き
の
維
持
・
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
当
協
会
と
し
ま
し
て
も
、
岐
阜
県

の
豊
か
な
森
林
の
生
み
出
す
多
様
な
恵
み
を
、
現
在
の

み
な
ら
ず
、
一
〇
〇
年
先
、
二
〇
〇
年
先
の
県
民
も
享

受
で
き
る
よ
う
、
国
の
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
等
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
国
や
県
に
対
す
る
制
度
や
予
算
の

充
実
の
要
請
等
を
通
じ
て
、
森
林
整
備
の
推
進
と
山
村

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
御
支
援
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
の
皆
様
の
ご
多
幸

を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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1

News of the forest

No.772
2018 January

も
り

岐阜県の森林・林業国
有
林
の
現
場
か
ら 

（16）

森林・林業関係イベントカレンダー（1月～2月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所
問い合わせ先

一般向け

●時間：11:00～16:30
●内容：恵みの森に関わる講演会や、森の恵みに関する体

験イベント・展示・販売等
●講演：13:00～14:20（講師：Ｃ.Ｗ.ニコル氏）
●定員：150名程度【講演会のみ（要事前申込）】
●参加料：無料（体験イベント等一部有料）

自然体験・活動を通して、流域の環境について親子で学ぶ
ツアーを開催します。
『木曽三川にて　砂防と治水の学習＆いちご狩り』
●内容：さぼう遊学館にて砂防の学習、土石流３D映像擬

似体験/治水神社にて秘密発見ウォークラリー/清流の
豊かな水で栽培されたいちご狩り

●昼食：なまずバーガー
●対象年齢：小学3年生以上
●定員：30名
●料金：大人4,000円、小人3,800円

●森と木のエンジニア科（一般入試３）2月25日（日）
●森と木のクリエーター科（入試４）　2月25日（日）
●入学願書（学生募集要項）については、ホームページ

（http://www.forest.ac.jp/）からダウンロードできま
す。なお、一般入試３、入試４については、一般入試２、
入試３終了後、定員を満たしている場合は実施しませ
ん。詳しくは1月19日（金）の合格発表時のホームページ
で公表します。

●時間：1月30日 10:00～17:30
　　　  1月31日 10:00～16:30
●内容：木材の大消費地である東京でのさらなる利用拡大

に向けて、33都道府県の参加の下、日本各地の地域材を
活用した建材や家具などの製品展示会を開催します。

●入場無料、事前登録不要
●詳細は専用サイト http://www.mokucolle.com を
　ご覧下さい。

●時間：13:00～16:30
●内容：林業普及指導、森林研究所、農林高校生等森林・

林業関係者による合同発表会
●定員：300名（当日参加可能）

1月28日㈰

森林文化アカデミー（美濃市曽代 88）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL http://www.forest.ac.jp/

東京ビッグサイト　東 7・8 ホール
（東京都江東区有明三丁目 10-1）

県産材流通課加工流通係
TEL　058-272-8483

関市わかくさ・プラザ多目的ホール
（関市若草通 2-1）

森林文化アカデミー内
森林技術開発・支援センター
TEL 0575-35-2535

じゅうろくプラザ
（岐阜市橋本町 1-10-11）
５階　大会議室　他

岐阜県林政部恵みの森づくり推進課
TEL  058-272-8473 

さぼう遊学館、木曽三川公園　他
発着地：中濃総合庁舎、JR岐阜駅

恵みの森づくり
コンソーシアム
presents
森あそび・森まなび

清流の国ぎふ
親子「森・里・川・海」
体験ツアー
（冬コース）

１月１４日㈰

平成30年度
森林文化アカデミー
入学試験（第4回）
願書受付期間

1月29日㈪
～2月13日㈫

WOODコレクション
（モクコレ）2018

1月３０日㈫～
１月３１日㈬

平成29年度
森林・林業関係
合同発表会

2月2日㈮

森
の
名
手
・
名
人
シ
リ
ー
ズ 

（44）

名鉄観光サービス（株）　岐阜支店
TEL 058-265-8103
FAX 058-263-5059
Web 「名鉄観光　清流の国ぎふ」で検索

【申込受付中】
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
開
催
し
た
「
ぎ
ふ
の
木
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

７
」
で
は
、
２
万
人
を
超
え
る
皆
様
に
木
の
良
さ
や
木

を
使
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
「
１

０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
」
で
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
着
実
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
１
０
０
年
先
に
向
け
て
望
ま
し
い
森
林
の

姿
を
描
く
「
森
林
配
置
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

森
林
の
あ
る
34
市
町
村
全
て
で
地
域
検
討
会
が
開
催
さ

れ
、
既
に
策
定
が
終
了
し
た
市
町
村
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
低
コ
ス
ト
再
造
林
に
欠
か
せ
な
い
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生

産
で
は
、
昨
年
度
か
ら
約
23
万
本
も
増
加
し
て
お
り
、

着
実
に
苗
木
の
供
給
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、

「
環
境
保
全
林
」「
観
光
景
観
林
」
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

モ
デ
ル
事
業
地
を
選
定
し
、
針
広
混
交
林
化
や
景
観
に

配
慮
し
た
施
業
方
法
の
効
果
検
証
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
、
市
町
村
の
森
林
行
政
が
重
要
と
な
っ

て
く
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
支
援
す
る
「
岐
阜
県
地

域
森
林
監
理
士
」
の
育
成
も
順
調
で
、
認
定
後
に
は
地

域
で
活
躍
い
た
だ
け
る
よ
う
県
も
最
大
限
に
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
は
人
口
減
少
社
会
へ
と
突
入
し
、
50
年

後
の
生
産
年
齢
人
口
は
約
４
割
も
減
少
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
て
の
産
業
界
に
と
っ
て
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
森
林
技
術
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
岐

阜
県
の
林
業
界
に
は
切
実
な
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
「
日
独
林
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
」
で
は
、
人
材
育
成
、
技
術

継
承
に
取
り
組
む
第
一
人
者
が
一
堂
に
会
し
、
こ
れ
か

ら
の
森
林
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
両
国

が
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、
新
た
に
人
材
の
確
保
・
育
成
の
た
め
の
拠

点
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
加
え
、「
林
業
版

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
の
開
設
や
、
新
規
参
入
者
の
支
援
、

通
年
で
の
雇
用
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
の
構
築
な
ど
、

人
材
の
確
保
か
ら
定
着
ま
で
の
取
組
み
を
総
合
的
に
支

援
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
県
民
の
皆
様
に
森
林
・
林
業
に
対
し
て
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
全
て
の
世
代
に
対
し
て
、「
ぎ
ふ
木

育
」
を
実
践
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
更
に
力
を
入
れ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
木
材
の
需
要
面
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
低
迷
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
な
需
要
の
創
出
に
向
け
、

新
用
途
開
発
へ
の
支
援
や
、
首
都
圏
・
中
京
圏
は
も
と

よ
り
、
韓
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
圏
に
向
け
た
販
路

拡
大
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
秋
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
設
置
さ
れ
る
「
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ

プ
ラ
ザ
」
へ
木
材
を
提
供
す
る
事
業
協
力
者
に
岐
阜
県

と
６
市
町
村
（
関
市
・
中
津
川
市
・
郡
上
市
・
下
呂
市
・

白
川
町
・
東
白
川
村
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
機
会
を
活
用
し
、
国
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
一
層
進
め
、

県
産
材
の
さ
ら
な
る
需
要
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
県
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

岐
阜
県 

林
政
部
長

　高
井 

哲
郎

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
岐
阜
県
で
は
、「『
清
流
の
国
ぎ
ふ
』
づ
く
り

の
全
面
展
開
」
の
元
年
と
し
て
、「
人
づ
く
り
」、「
魅

力
づ
く
り
」、「
安
全
・
安
心
づ
く
り
」
の
三
つ
の
政
策

の
柱
立
て
の
も
と
、「
中
小
企
業
総
合
人
材
確
保
セ
ン

タ
ー
」の
設
置
や
、千
三
百
年
目
を
迎
え
た「
養
老
改
元
」

と
「
白
山
開
山
」
の
記
念
行
事
の
開
催
、
東
京
五
輪
施

設
へ
の
県
産
木
材
の
提
供
の
決
定
な
ど
様
々
な
施
策
が

積
極
的
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
政
関
係
で
は
、
現
在
の
森
林
を
、
新
た
に
「
木
材

生
産
林
」「
環
境
保
全
林
」「
観
光
景
観
林
」「
生
活
保

全
林
」
の
四
つ
に
区
分
し
、
一
〇
〇
年
先
を
目
途
に
、

県
民
総
参
加
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
森
林
の
姿

に
し
て
い
こ
う
と
い
う「
一
〇
〇
年
先
の
森
林
づ
く
り
」

を
柱
と
す
る
、
第
三
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
林
政
全

般
の
施
策
推
進
の
み
な
ら
ず
、
環
境
面
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

団
体
活
動
の
支
援
等
多
方
面
で
県
民
の
生
活
環
境
の
向

上
に
貢
献
す
る
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」
も
、

平
成
三
十
三
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
林
整
備
の
推
進
に
は
、
そ
の
担
い
手
の
住
む
山
村

地
域
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
す
。
岐
阜
県
で
は
、
平
成

二
十
三
年
度
の
中
津
川
市
の
大
型
合
板
工
場
に
始
ま

り
、
瑞
穂
市
の
大
型
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
、
郡
上
市

の
大
型
製
材
工
場
が
稼
働
を
開
始
す
る
な
ど
、
木
材
の

受
け
皿
施
設
の
整
備
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
施
設
整
備
と
、
従
来
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
や
林
道
、
作
業
道
な
ど
木
材

生
産
基
盤
の
整
備
が
こ
こ
に
き
て
、
木
材
生
産
の
増
大

と
い
う
形
で
成
果
を
あ
ら
わ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
県
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
主
伐
、
再
造
林
に

よ
る
人
工
林
の
若
返
り
に
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な

ど
、
林
業
を
核
と
し
た
山
村
地
域
の
活
性
化
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
七
月
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
年
は
、
異
常
気
象
の
影
響
か
百

年
に
一
度
と
い
う
豪
雨
が
多
発
し
、
こ
れ
に
よ
る
大
規

模
な
山
地
災
害
が
各
地
で
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
防
災
、
減
災
の
視
点
か
ら
も
治
山
事
業
や
間
伐
等

の
森
林
整
備
の
着
実
な
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
中
、
国
で
は
、
更
な
る
森
林
整
備
を
推

進
す
る
た
め
「
森
林
環
境
税
（
仮
称
）」
の
創
設
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
十
二
月
に
決
定
さ
れ
た
、

平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
、
自
発
的
な
林
業
活

動
が
見
込
ま
れ
な
い
条
件
不
利
地
の
森
林
整
備
及
び
そ

れ
を
担
う
人
材
の
育
成
・
確
保
を
、
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
財
源
と
し
て
、「
森

林
環
境
税
（
仮
称
）」
と
「
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）」

の
創
設
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
林
の
公
益
的
な
働
き
の
維
持
・
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
当
協
会
と
し
ま
し
て
も
、
岐
阜
県

の
豊
か
な
森
林
の
生
み
出
す
多
様
な
恵
み
を
、
現
在
の

み
な
ら
ず
、
一
〇
〇
年
先
、
二
〇
〇
年
先
の
県
民
も
享

受
で
き
る
よ
う
、
国
の
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
等
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
国
や
県
に
対
す
る
制
度
や
予
算
の

充
実
の
要
請
等
を
通
じ
て
、
森
林
整
備
の
推
進
と
山
村

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
御
支
援
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
の
皆
様
の
ご
多
幸

を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶（

公
社
）岐
阜
県
山
林
協
会

　会
長

　日
置 

敏
明
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【
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　

  

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

産
学
官
連
携
係
】

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
5
ー
3
5
ー
2
5
3
5 

ま
で

「
日
独
林
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た

　

昨
年
11
月
６
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、「
日
独

林
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
ロ
ッ
テ
ン
ブ

ル
ク
林
業
大
学
と
岐
阜
県
の
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー（
以
下
、
ア
カ
デ
ミ
ー
）と
の
間
で
平
成
26

年
に
連
携
の
覚
書
を
交
わ
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
一
昨
年
ド
イ
ツ
に
て
第
１
回
目
が
開
催

さ
れ
、
今
回
は
ア
カ
デ
ミ
ー
が
ホ
ス
ト
役
と
な

り
、
第
２
回
目
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

11
月
７
日
に
本
体
と
な
る「
日
独
林
業
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
た
ほ
か
、
こ
の
前
後
、
11

月
6
日
に「
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
」、
11
月
８
日

か
ら
９
日
に
か
け
て
４
つ
の「
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
分
科
会
）」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
開
催
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

●
日
独
林
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（

11
月
7
日
㈫
）

　
「
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
を
見
据
え
た

人
材
育
成
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
岐
阜
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
か
ら

　

ま
た
会
場
の
内
外
に
は
、
日
独
両
国
の
森
林・

林
業
関
係
企
業
ら
計
22
団
体
の
ブ
ー
ス
が
出
展

さ
れ
、
多
数
の
来
場
者
が
足
を
止
め
て
説
明
を

聞
き
、
一
部
の
企
業
間
で
は
商
談
も
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

 

●
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

（
11
月
6
日
㈪
）

　

7
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
ド
イ
ツ

人
関
係
者
、
県
内
外
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者

の
計
42
名
に
よ
り
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
午
前
は
、
郡
上
市
美
並
町
の
美
並
ふ

る
さ
と
館
や
㈲
古
川
林
業
の
施
業
地
を
訪
れ
て

岐
阜
県
、
特
に
郡
上
地
域
の
森
林
・
林
業
の
歴

史
と
文
化
に
つ
い
て
触
れ
、
午
後
か
ら
は
郡
上

市
白
鳥
町
の
長
良
川
木
材
事
業
協
同
組
合
の
製

材
工
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

業
を
担
う
人
材
に
求
め
る
姿
と
我
々
の
使
命
」

を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
遠
く
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
心
に
秘
め
な
が

ら
、
具
体
的
な
フ
ィ
ジ
カ
ル
プ
ラ
ン
を
ど
う
立

て
る
の
か
が
当
面
の
人
材
育
成
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
」な
ど
、
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
を

担
う
人
材
育
成
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
林
業
大
学
が
属
す

る
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の「
森

の
女
神
」と
、
日
本
の「
ミ
ス
日
本 

み
ど
り
の
女

神
」が
並
ん
で
の
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
る
一
幕

も
あ
り
ま
し
た
。

約
30
名
、
日
本
側
は
県
内
外
の
関
係
大
学
や
関

連
企
業
、
一
般
の
方
な
ど
多
数
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
定
員
の
３
０
０
名
を
超
え
る
約
３
５
０

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
法
隆
寺
専
属
の
宮
大
工
と
し
て
知

ら
れ
る
故
・
西
岡
常
一
氏
の
唯
一
の
内
弟
子
で

あ
る
小
川
三
夫
氏
の「
木
の
い
の
ち 

木
の
こ
こ

ろ
」と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
で

は
宮
大
工
な
ら
で
は
の
木
の
特
性
を
踏
ま
え
た

木
材
の
使
い
方
や
、
後
継
者
の
育
て
方
な
ど
に

つ
い
て
実
例
を
交
え
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る

「
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
を
見
据
え
た
人

材
育
成
」に
つ
い
て
、
林
野
庁
森
林
技
術
総
合

研
修
所 

赤
堀
聡
之
所
長
、
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
林

業
大
学Bastian Kaiser

学
長
、
岩
手
大
学 

澤

口
勇
雄
教
授
、
鹿
児
島
大
学 

寺
岡
行
雄
教
授
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
人
材
育
成
に
関
す

る
学
術
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
涌
井
史
郎
学

長
、
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
林
業
大
学
のBastian 

Kaiser

学
長
、
産
業
界
か
ら
飛
騨
産
業
㈱
の
岡

田
贊
三
社
長
の
三
者
に
よ
り
、「
林
業
・
木
材
産

▲日独林業トークセッションの様子

▲会場外での日独の関係企業による展示ブースの様子

▲「みどりの女神」と「森の女神」の
　  スピーチの様子

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 4
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森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

産
学
官
連
携
係
】

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
5
ー
3
5
ー
2
5
3
5 

ま
で

「
日
独
林
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た

●
今
後
に
向
け
て

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
一
つ
の
契
機
と
し

な
が
ら
、
今
後
も
海
外
と
の
人
的
・
学
術
的
な

連
携
、
関
連
企
業
等
と
の
連
携
強
化
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ア
カ
デ

ミ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
動
報
告
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
特
別
セ
ミ
ナ
ー（
分
科
会
）

（
11
月
8
日
㈬
～
9
日
㈭
）

　

７
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、
会
場
を
ア
カ

デ
ミ
ー
に
移
し
、
８
日
に「
森
林
環
境
教
育
分

科
会
」・「
木
造
建
築
分
科
会
」、
９
日
に「
獣
害

対
策
担
い
手
育
成
分
科
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
中
津
川
市
加

子
母
の
加
子
母
森
林
組
合
と
関
ケ
原
町
の
今
須

林
業
を
巡
る「
森
林
施
業
分
科
会
」を
実
施
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
分
科
会
も
定
員
に
迫
り
、
ま

た
超
え
る
規
模
の
参
加
者
を
得
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
は
、
専
門
テ
ー
マ
ご

と
に
日
本
お
よ
び
ド
イ
ツ
で
活
躍
す
る
第
一
人

者
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
部
分
科
会

で
は
、
屋
外
・
現
地
へ
出
て
、
実
践
的
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
視
察
も
行
い
ま
し
た
。
両
国
が

取
り
組
む
事
例
の
報
告
や
意
見
交
換
等
を
通
じ

て
、
課
題
解
決
方
法
の
模
索
や
両
国
の
さ
ら
な

る
連
携
の
強
化
を
図
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
に
て
視
察
を
し
な
が
ら
意
見
交
換
を

し
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
林
業
の
違
い
を
学
び
合

う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
最
後
に
は
、
岐
阜
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
前
夜
祭
を
開
催
し
、
日
独
関
係

者
が
親
睦
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

▲長良川木材事業協同組合でのエクスカーションの様子▲前夜祭（ウェルカムセレモニー）での日独記念品交換

▲森林環境教育分科会でのワークショップの様子

▲木造建築分科会の様子

▲森林施業分科会（中津川市加子母）での視察の様子

▲獣害対策担い手育成分科会の様子▲森林施業分科会（関ケ原・今須林業）での
　ぶり縄の実演

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー 

活
動
報
告

MORINOTAYORI5



活かす知恵

と を森林 人
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

森
林
の
価
値
と
ド
イ
ツ
と
の
交
流

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　学
長
●
涌
井 

史
郎

て
大
き
な
支
障
を
生
じ
せ
し
め
る
事
な
ど
が
そ
の

主
張
の
骨
子
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
今
霞
が
関
と
永
田
町
で
森
林
環
境
税

導
入
に
つ
い
て
の
論
議
が
佳
境
に
入
っ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
前
述
し
た
主
張
の
よ
う
に
、

こ
う
し
た
新
財
源
が
確
保
で
き
れ
ば
、
幾
何
か
の

効
果
は
期
待
で
き
る
。
森
林
の
持
つ
多
目
的
公
益

性
と
、
林
業
経
営
の
現
実
と
の
乖
離
を
多
少
で
も

埋
め
る
こ
と
が
で
き
、
志
を
持
つ
自
治
体
が
財
源

を
得
て
上
・
中
・
下
流
域
を
一
体
化
す
る
森
林
・

林
業
の
新
た
な
施
策
展
開
が
期
待
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

し
か
し
水
面
下
で
は
、
国
民
か
ら
の
徴
収
額
を

巡
っ
て
激
し
い
駆
け
引
き
が
あ
る
。
ま
た
、
岐
阜

県
の
よ
う
に
既
に
そ
う
し
た
制
度
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
が
30
を
超
え
て
い
る
現
実
か
ら
、
そ
う

し
た
先
進
的
取
り
組
み
を
行
っ
て
施
策
の
体
系
が

一
定
程
度
の
熟
度
を
増
す
中
、
二
重
徴
税
の
議
論

が
徘
徊
し
、
結
局
は
国
が
先
進
自
治
体
に
対
し
、

後
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
的
位
置
に
立
つ
だ
け
と
い
う

過
ち
が
生
じ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　

や
ら
な
い
よ
り
は
や
っ
た
方
が
絶
対
に
良
い
。

し
か
し
、
先
行
し
て
取
り
組
む
自
治
体
に
対
し
て

は
制
度
や
予
算
の
い
ず
れ
か
、
或
い
は
両
面
に
お

い
て
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
考
え
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
ろ
う
。
林
業
が
魅
力
的
な
事
業
と
な
り
、
潜

在
的
な
自
給
率
が
１
０
０
％
近
い
木
材
の
国
内
で

の
利
活
用
が
進
み
、
伐
っ
て
植
え
て
育
て
る
健
全

な
サ
イ
ク
ル
と
な
れ
ば
、
取
り
残
さ
れ
つ
つ
あ
る

山
村
社
会
が
息
を
吹
き
返
し
、
吸
収
源
そ
の
他
の

公
益
性
が
未
来
に
向
け
て
よ
り
着
実
に
担
保
さ
れ

る
こ
と
と
な
ろ
う
。

築
、
獣
害
対
策
担
い
手
育
成
、
森
林
施
業
の
各
分

科
会
は
定
員
を
上
回
る
参
集
が
あ
り
、
前
日
の
7

日
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た「
１
０
０
年

先
の
森
林
づ
く
り
を
見
据
え
た
人
材
育
成
」と
い

う
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
ま
た
立

ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

7
日
に
は
法
隆
寺
の
大
棟
梁
と
し
て
知
ら
れ
た

西
岡
常
一
氏
の
後
継
者
小
川
三
夫
氏
の「
木
の
い

の
ち　

木
の
こ
こ
ろ
」と
題
す
る
長
年
樹
と
対
話

を
し
、
千
年
残
る
木
造
建
築
を
目
指
し
、
古
寺

の
修
復
や
再
建
に
あ
た
っ
て
き
た
氏
な
ら
で
は
の

経
験
値
か
ら
の
木
材
に
対
す
る
見
方
と
、
そ
れ
に

取
り
組
む
人
材
育
成
の
肝
の
話
題
に
聴
衆
は
聞

き
入
っ
て
い
た
。
次
い
で
林
野
庁
森
林
技
術
総
合

研
修
所
赤
堀
所
長
、
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
林
業
大
学

B
astian　

K
aiser

学
長
、
日
独
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
礎
を
築
い
た
岩
手
大
学
・
鹿
児
島
大
学
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
澤
口
・
寺
岡
教
授
に
よ
る
学
術
講
演
、
最

後
に
筆
者
とK

aiser

学
長
、
そ
し
て
産
業
界
か
ら

飛
騨
産
業
㈱
岡
田
贊
三
社
長
に
よ
る「
林
業
・
木
材

産
業
を
担
う
人
材
に
求
め
る
姿
と
我
々
の
使
命
」

と
題
す
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
会
場
外
に
は
、
日
独
両
国
の
森
林
・
林
業

関
係
企
業
の
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
、B

toB

の
商

談
が
弾
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
全
て
を
概
観
す
る
と

　

さ
る
11
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
日
独
林
業
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
を
開
催
し
た
。
昨
年
ド
イ
ツ

南
部
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
ロ
ッ

テ
ン
ブ
ル
ク
林
業
大
学
で
第
1
回
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
直
後
か
ら
本
学
が
幹
事
と
な
り
、
森
林
技
術

開
発
・
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
参
画
を
得
て
相

互
訪
問
を
重
ね
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
林
業
大
学
と
本
学
は
、

２
０
１
３
年
に
岐
阜
県
と
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
州
が
協
力
協
定
を
締
結
し
た
の
に
伴

い
、
２
０
１
４
年
に
古
田
知
事
立
会
の
も
と
同
様

の
覚
書
を
交
わ
し
、
以
来
両
校
の
教
員
・
学
生
の

相
互
訪
問
が
続
き
、
相
互
の
知
見
が
高
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
森
林
技
術
開
発
・
普
及

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
員
の
3
回
の
訪
問
が
行
わ
れ
、

林
業
・
林
産
物
の
事
業
経
営
に
つ
い
て
、
多
く
の

有
意
義
な
収
穫
を
得
て
き
た
。

　

最
近
の
両
校
間
で
は
、
林
業
経
営
は
当
然
の

テ
ー
マ
と
し
て
、
個
別
的
に
は
獣
害
対
策
、
森
林

の
多
目
的
公
益
性
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
森

林
環
境
教
育
分
野
が
浮
上
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
林
業
・
林
産
物
利
用

関
係
者
の
ご
協
力
を
得
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

大
き
な
関
心
を
集
め
、
8
日
と
9
日
両
日
ア
カ
デ

ミ
ー
で
開
講
さ
れ
た
、
森
林
環
境
教
育
、
木
造
建

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
成
功
の
部
類
に
と
判

断
し
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
筆
者
は
次
の
事
を
主
張

し
た
。
先
ず
は
、
パ
リ
協
定
を
考
え
る
と
、
今
後

年
間
9
億
炭
素
ト
ン
を
吸
収
す
る
森
林
の
健
全
性

を
担
保
す
る
山
村
社
会
や
林
業
者
の
社
会
的
経
済

的
不
利
益
を
如
何
に
公
正
で
衡
平
な
方
向
に
誘
導

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
がS

D
G
s

な
ど
持
続
的

未
来
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。
次
に
、
森
林
・
林

業
、
木
材
加
工
、
木
材
利
活
用
分
野
が
、
そ
れ
ら

を
上
・
中
・
下
流
域
に
擬
え
捉
え
る
と
日
本
で
は

バ
ラ
バ
ラ
の
状
況
に
置
か
れ
、
地
球
環
境
問
題
に

対
し
重
要
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
頭
で
理
解
で

き
て
も
、
目
先
の
現
実
か
ら
は
実
感
値
に
乏
し
く
、

と
て
も
そ
う
し
た
方
向
に
結
集
で
き
な
い
。
そ
の

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
と
し
て
、
岐
阜
県
で
は
ア
カ
デ

ミ
ー
に
置
か
れ
た
支
援
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
と
な

り
、
ド
イ
ツ
と
連
携
し
つ
つ
上
・
中
・
下
流
域
を

一
体
と
し
た「
森
林
技
術
開
発
・
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」が
設
立
さ
れ
た
こ
と
。
最
後
に
い
た
ず
ら
に

木
材
産
業
だ
け
が
優
位
に
立
ち
、
山
元
一
人
負
け

の
構
図
を
続
け
る
と
営
林
意
欲
が
減
退
し
、
結
果

と
し
て
森
林
が
有
す
るC

O
2

の
吸
収
機
能
の
他
、

防
災
・
減
災
や
生
物
多
様
性
、
そ
し
て
人
々
の
精

神
性
に
寄
与
す
る
等
多
面
的
公
益
性
充
足
に
極
め

中野地区集会所
岐阜県郡上市八幡町稲成字シマクチ３６１番地６

木造化
木の香る
ぎふの施設

59

施設の経緯
　昭和44年に建築された旧中野公民館老朽化のため、集会
所機能を近隣に移転することになりました。そこで岐阜県産の
スギ・ヒノキをふんだんに使用し、木の香りと温もりに満ちた
親しみやすい集会施設を建築しました。

ここに注目！！
●構造材、内装材にもスギ・ヒノキが多用され、木の温も
りが感じられる施設となっています。

●利用者を出迎える玄関ホールとポーチには、広々とした
ウッドデッキが施されています。

利用者の様子
●利用される住民のみなさんから、木材がふんだんに使用さ
れ、木の香りがし、空間がとても気持ちいいと好評です。

施設概要

事業主体 中野地区会

事業年度 平成28年度

構造・
延床面積

木造
104.90㎡

施設用途 地区会の集会

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　37.03㎥（県産材使用率86%）
主な使用樹種：スギ、ヒノキ

県産材需要拡大施設等整備事業
5,000千円

全体事業費 17,576千円

舶家建築企画
エイム建築研究所

助 成 額

総合デザイン
設 計 者

株式会社　清水建設施工業者

平成28年7月～平成28年11月工　　期

施設全景

■問い合わせ先
　郡上市役所　総務部総務課
連絡先　ＴＥＬ ０５７５－６７－１８３２

会議室は25畳あり、
様々な用途に使用できます。

会議室の天井は、
梁・桁が見えるようになっています。
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正月とユズリハ

149

  　

お
正
月
用
の
マ
ツ
の
小
枝
を
採
ろ
う

と
出
か
け
た
山
で
、
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
を
見

つ
け
ま
し
た
。

　

エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
（D

aphniphyllum
 

m
acropodum

 var hum
ile

）
は
ユ
ズ
リ

ハ
の
変
種
で
、
北
海
道
～
本
州
北
部
に

分
布
す
る
雌
雄
異
株
の
常
緑
高
木
で
す
。

葉
は
長
楕
円
形
で
厚
く
革
質
、
表
面
は

光
沢
が
あ
り
、
裏
面
は
粉
白
色
で
、
葉

柄
は
赤
味
を
帯
び
て
お
り
、
互
生
し
ま

す
。

　

岐
阜
県
内
に
は
福
島
県
以
西
の
本
州
、

四
国
、
九
州
、
沖
縄
に
分
布
す
る
ユ
ズ

リ
ハ
（D. m

acropodum

）
も
あ
り
ま
す

が
、分
布
的
に
は
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
が
多
く
、

こ
ち
ら
は
多
雪
地
帯
の
林
床
で
枝
が
よ

く
し
な
り
、
粘
り
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

同
属
の
ユ
ズ
リ
ハ
、
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
、

ヒ
メ
ユ
ズ
リ
ハ
は
春
か
ら
初
夏
に
新
葉

が
出
揃
う
と
、
古
い
葉
が
一
斉
に
落
葉

す
る
た
め
、
漢
字
で
「
譲
葉
、
交
譲
木
」

と
書
か
れ
ま
す
。

　

新
し
い
葉
が
展
開
し
た
後
、
古
い
葉

が
落
ち
る
と
い
う
の
は
、
な
に
も
ユ
ズ

リ
ハ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ス
ノ
キ
な
ど
の
常
緑
樹
に
多
く
見
ら

れ
る
現
象
で
す
が
、
ユ
ズ
リ
ハ
は
葉
が

大
型
で
美
し
く
、
ま
た
新
旧
の
入
れ
替

わ
り
が
急
激
で
よ
く
目
立
つ
た
め
、
新

旧
交
代
の
縁
起
物
と
し
て
、
し
め
飾
り

や
鏡
餅
な
ど
に
飾
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
武
家
で
は
、
こ
の
葉
が
入
れ
替
わ

る
様
子
を
子
ど
も
が
成
長
し
た
の
を
見

届
け
た
後
、
家
督
を
譲
る
。
つ
ま
り
家

系
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
く
象
徴
と

し
て
、
正
月
飾
り
に
用
い
た
の
で
す
。

　

東
京
で
は
昔
、｢

お
正
月
が
ご
ざ
っ
た
。

ど
こ
ま
で
ご
ざ
っ
た
。
神
田
ま
で
ご
ざ
っ

た
。何
に
乗
っ
て
ご
ざ
っ
た
。譲
葉
に
乗
っ

て
ゆ
ず
り
ゆ
ず
り
ご
ざ
っ
た
。｣

と
歌
っ

た
そ
う
で
す
。

　

平
安
時
代
に
は
お
盆
や
大
晦
日
に
祖

霊
が
山
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
信
じ
ら
れ
、

大
晦
日
の
魂
祭
（
た
ま
ま
つ
り
）
で
は
、

ユ
ズ
リ
ハ
の
上
に
亡
き
霊
へ
の
供
物
を

盛
っ
た
こ
と
が
「
枕
草
子
」
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
各
地
に
は
大
晦

日
や
元
日
に
、
餅
や
干
し
柿
、
豆
、
栗

な
ど
の
堅
い
も
の
を
食
べ
、
歯
の
健
康

増
進
を
願
う
「
歯
固
め
」
の
行
事
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
食
べ
物
の
下
に
は
ユ

ズ
リ
ハ
の
葉
が
敷
か
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
様
子
も

「
枕
草
子
」
に
記
さ
れ
て
お

り
、
か
な
り
古
い
時
代
か

ら
縁
起
木
と
し
て
重
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

ユ
ズ
リ
ハ
は
有
毒
植
物

と
し
て
も
知
ら
れ
、
北
海

道
で
は
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
を
食
べ
た
放
牧

牛
が
死
亡
や
軽
度
の
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
第
一

胃
運
動
の
停
止
、
便
秘
ま
た
は
下
痢
な

ど
の
中
毒
を
引
き
起
こ
し
た
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
静
岡
県
で
は
注
連

飾
り
の
ユ
ズ
リ
ハ
を
、
藁
と
一
緒
に
牛
に

与
え
た
り
、
剪
定
し
た
ユ
ズ
リ
ハ
を
牛
に

与
え
た
り
し
て
、
食
欲
不
振
や
起
立
不

能
と
な
っ
た
事
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
山
で
手
ご
ろ
な
マ
ツ
を
見
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
私
は
、
偶
然
見
つ
け

た
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
の
枝
を
手
に
、
帰
路
に

就
い
た
の
で
す
。

▲厚く革質な葉と赤い葉柄が特徴

　平成29年10月27日（金）から30日（月）までの４日間、岐阜県、愛知県、三重
県、長野県の県産材を広くPRするために「ウッドコレクション2017in名古屋」が、
愛知県のポートメッセなごやで開催されました。
　また、隔年開催の「日本木工機械展」とその併催事業の「ウッドワンダーランド
2017」が合わせて開催され、期間中は台風による悪天候に見舞われながらも、計
２万人を超える来場者を記録しました。
　「ウッドコレクション」には、前記４県から計32の団体・法人等（この内岐阜県関
係は９）が出展し、県産材を活用した製品の紹介や、木と共にあるライフスタイル
を提案した結果、多くの来場者が関心を寄せ、一部では今後の商談に繋がる場面も
ありました。
　本県は、木の格子を基調としたブースを出展。ブース内では、大型プロジェクター
による2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた県産材の利用促進活動
の紹介、ポスター・写真等による岐阜県の取り組みの紹介、また、観光・移住を含め
た各種パンフレットを配布し、多くの来場者へぎふの木に触れ合っていただく機会
を提案することができました。
　これからも、関係者の皆様と連携・協働して県産材利用促進に取り組んでまいり
ます。

　岐阜県には治山事業で整備した生活環境保全林が32箇所あります。生活環境保全林とは、市街地の周辺に存する保安林の
機能を多目的かつ高度に発揮させるため、治山ダム工や森林の整備、花木の植栽等を行い、保健休養や自然観察の場として整
備した森林で、多くの県民の方々に利用されています。
　現在は、市町村が生活環境保全林を管理していますが、岐阜県では生活環境保全林の利用促進を図るため、整備に要する費
用について補助制度を設けています。
　ご紹介する「みのかも健康の森」は、梨狩りやぶどう狩りで知られる美濃加茂市山之上地区に位置し、128ヘクタールの園
内にはヤマザクラやヤマツツジなど、50種４万７千本あまりの花木や紅葉の美しい木々が植えられています。また、美濃加茂
市においてフィールドアスレチックやバーベキュー広場
等の憩いの場も整備され、ここでは四季折々の風情を
満喫しながら森林浴や林内散策が楽しめるとして、毎
年多くの方々が訪れています。平成28年度には、美濃
加茂市が岐阜県集落環境保全整備事業を活用し、木
製手すり等の修繕工事を行い安全性の向上を図りまし
た。
　岐阜県では、今後もより多くの県民の皆様に生活環
境保全林を安全に利用していただくため、集落環境保
全整備事業の積極的な活用を推進して参ります。

【県産材流通課　富田　清一郎】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８－２７２－８４８７  県産材流通課まで

ウッドコレクション2017in名古屋への出展

生活環境保全林の安全利用を補助する制度
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内にはヤマザクラやヤマツツジなど、50種４万７千本あまりの花木や紅葉の美しい木々が植えられています。また、美濃加茂
市においてフィールドアスレチックやバーベキュー広場
等の憩いの場も整備され、ここでは四季折々の風情を
満喫しながら森林浴や林内散策が楽しめるとして、毎
年多くの方々が訪れています。平成28年度には、美濃
加茂市が岐阜県集落環境保全整備事業を活用し、木
製手すり等の修繕工事を行い安全性の向上を図りまし
た。
　岐阜県では、今後もより多くの県民の皆様に生活環
境保全林を安全に利用していただくため、集落環境保
全整備事業の積極的な活用を推進して参ります。

【県産材流通課　富田　清一郎】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８－２７２－８４８７  県産材流通課まで

ウッドコレクション2017in名古屋への出展

生活環境保全林の安全利用を補助する制度
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ま
た
、
過
疎
化
が
進
む
地
域
を
活
性
化
し
よ
う
と

林
業
仲
間
と
一
緒
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
を
行
う
集

団
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 

今
後
の
目
標

　
谷
口
班
も
初
め
は
思
っ
た
よ
う
に
効
率
的
に
木
材

生
産
が
出
来
ず
悩
ん
だ
時
期
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
う
し
た
時
期
に
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会
の
樋

口
さ
ん
か
ら
現
場
の
設
計
や
造
材
指
導
な
ど
を
受
け

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
現
在
の
高
い
生
産
性
と
安
全

性
が
維
持
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
「
今
度
は
自
分
た
ち
の

世
代
が
今
ま
で
習
っ
て
き
た
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と

を
次
の
世
代
に
繋
げ
る
番
で
あ
る
」
と
口
元
を
引
き

締
め
て
、
い
つ
も
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
抱
え
る

郡
上
地
域
の
木
材
生
産
を
更
に
拡
大
さ
せ
、
地
元
の

若
者
が
地
元
の
木
に
よ
っ
て
生
活
を
支
え
ら
れ
る
時

代
に
な
る
。
　

　
そ
ん
な
時
が
来
る
こ
と
を
夢
見
て
今
日
も
寒
い
中
、

丸
太
に
向
か
っ
て
現
場
で
格
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

地 域の人

　
郡
上
地
域
は
、
大
型
製
材
工
場
の
稼
働
も
あ
り
、

こ
こ
数
年
で
木
材
生
産
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
郡
上
森
林
組
合
は
、
郡
上
地
域
の
木
材

生
産
量
の
約
半
分
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
谷
口
さ
ん
は
、
現
在
郡
上
森
林

組
合
に
お
い
て
、
14
名
の
班
長
（
林
産
９
班
・
造
林

５
班
）で
組
織
す
る
班
長
会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
２
月
に
は
、
森
林
技
術
者
欧
州
研
修
と

し
て
チ
ェ
コ
・
メ
ン
デ
ル
大
学
で
機
械
操
作
研
修
に

励
ん
で
い
た
だ
き
、
今
後
は
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
集
材
の

指
導
者
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

林
業
就
業
か
ら
こ
れ
ま
で

　
平
成
９
年
に
旧
明
宝
村
森
林
組
合
に
就
業
し
て
今

年
で
21
年
目
に
な
り
ま
す
。
採
用
１
年
目
か
ら
２
年

目
ま
で
は
ラ
ジ
キ
ャ
リ
ー
と
ク
レ
ー
ン
付
き
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
木
材
生
産
に
従
事
し
、
そ
の
後
は
保
育
班

と
し
て
間
伐
を
中
心
と
し
た
育
林
作
業
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
。

　
現
在
の
木
材
生
産
中
心
の
業
務
に
移
行
し
た
の
は
、

平
成
24
年
か
ら
で
す
。

　
郡
上
森
林
組
合
の
中
で
も
現
場
改
善
に
向
け
た
意

識
と
生
産
性
の
高
さ
か
ら
谷
口
班
は
一
目
置
か
れ
て

い
ま
す
。
我
々
林
業
普
及
指
導
員
が
現
場
に
行
っ
て

も
「
何
か
改
善
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
容
赦
な

い
質
問
が
飛
ん
で
き
ま
す
。
　
　

　
谷
口
班
は
、
当
初
は
作
業
道
の
支
障
木
伐
倒
か
ら

造
材
ま
で
を
自
身
も
含
め
た
３
名
の
班
員
と
１
台
の

プ
ロ
セ
ッ
サ
を
使
っ
て
効
率
的
に
行
う
か
考
え
な
が

ら
作
業
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
幸
か
不
幸
か
、
限
ら
れ
た
機
械
で
如
何
に
効
率
的

な
仕
事
を
す
る
の
か
追
求
し
て
き
た
こ
と
が
、
現
在

の
プ
ロ
セ
ッ
サ
中
心
の
作
業
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ

る
の
に
役
立
っ
た
よ
う
で
す
。

 

多
彩
な
人
物
像

　
谷
口
さ
ん
は
、
非
常
に
多
趣
味
で
ま
た
い
ろ
い
ろ

な
肩
書
が
あ
り
ま
す
。

　
森
林
組
合
内
の
改
善
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
複
数

の
班
で
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
使
用
し
て
機
械
稼
働
率
を
高

め
る
提
案
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
り
森
林
組
合
の
プ
ロ

セ
ッ
サ
の
稼
働
率
が
飛
躍
的
に
上
が
り
ま
し
た
。

　
冬
場
は
同
じ
班
員
の
周
戸
さ
ん
と
坪
井
さ
ん
と
林

業
を
離
れ
て
「
め
い
ほ
う
ス
キ
ー
場
」
で
全
日
本
ス

キ
ー
連
盟
（
Ｓ
Ａ
Ｊ
）
公
認
の
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
隊

長
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
講
習
会
を
受
け
て
特
殊
伐
採
を
や
り
始

め
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
技
術
や
経
験
が
本
業
の
木

材
生
産
に
も
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
6
7
ー
１
１
１
１（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　郡
上
農
林
事
務
所
ま
で

【
郡
上
農
林
事
務
所

　和
田 

将
也
】

郡上森林組合

谷口 隆志さん

郡上地域の木材生産を
　　リードする森林技術者

谷口さん

谷口班による搬出間伐

谷口班と県森連 樋口さん
（今でも良き師弟関係）

谷口さん操縦のプロセッサによる造材作業

「清流の国ぎふ森林づくりサポーター」の現地見学会を11月9日（木）に郡上市内で開催し、11名の方が森林づく
りの現場を見学しました。

市町村（一部事務組合を含む）、学校法人、社会福祉法人、医療法人、子育て関連のNPO法人、市町村の
設置する保育園・幼稚園・小中学校・特別支援学校など

保育園、幼稚園、認定子ども園、小中学校、子育てサロン、児童館、託児所等

県産材（原則ぎふ証明材）で作られた木のおもちゃ、木製品キットなど

購入費用の1／2以内
「ぎふ木育ひろば認定施設」については、購入費用の10/10以内
ただし、1施設につき100,000円が上限。

県からの交付決定通知の後に注文するものが対象となりますので
注文後の補助申請は認められません。

対 象 事 業 者

対 象 施 設

対象となる教材

補 助 金 額

そ の 他

　県では、森林づくりの取組みを県民協働で推進するため、県の取組みに対して、ご意見・ご提案をいただくことを目的に、「清流の国
ぎふ森林づくりサポーター（以下、「サポーター」という。）」を設置しています。
　サポーターの方々に、森林づくりに関する見聞を広め、県の取組みに対する理解を深めていただくため、今回初めて、県内の木材生
産、加工流通の現場等の見学会を開催しました。
　当日は、再造林（郡上市八幡町初音）・主伐（郡上市明宝寒水）の現場、木質バイオマス施設（郡上市明宝奥住）、製材工場（郡上市
白鳥町那留）の４箇所について、各事業者さまのご協力のもと、見学をしました。
　また、見学の後に行った意見交換では、見学先の取組みについての意見や、サポーター活動の活性化に向けた提案など、様々な意
見が交わされました。
　県では、今後とも、サポーターの方をはじめ、県民の皆さまとともに、100年先の森林づくりの推進に取り組んでいきます。

【林政課　西尾雄介】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058－272－1111 内線（3020）　林政課政策企画係まで

清流の国ぎふ森林づくりサポーター 現地見学会 を開催しました

「清流の国ぎふ森林づくりサポーター」の募集
県では、県の取組みに対して、ご意見・ご提案をいただける方
を募集しています。
詳細は、県林政課ホームページをご覧ください。

トップ >  産業・農林水産・観光 >  森林・林業・木材産業
　 >法令・計画等 > 森林づくり基本条例・計画
　　 > 清流の国ぎふ森林づくりサポーター

申込・お問い合わせは・・・

清流の国ぎふ森林・環境税活用サポート窓口
（岐阜県庁恵みの森づくり推進課内）まで
T E L  ：058－272－8472

（土日祝を除く8:30から17:15）
e-mail：c11513@pref.gifu.lg.jp

ぎふの木育教材導入支援事業平成29年度

ぎふの木のおもちゃ・教材キットの購入費の一部を補助します！
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石
原

　英
和
（
80
）

長
屋

　徹

岐
阜
県
美
濃
市

平
成
26
年
取
材

 

「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、50
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

44

森の
名手・名人
シリーズ

岐
阜
県
立
郡
上
高
等
学
校
３
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
10
年
３
月
14
日
生
ま
れ

●
職
業
：
和
紙
製
造
業
（
紙
漉
き
職
人
）

石
原

　英
和
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

い
し 

は
ら

　
　

 

ひ
で 

か
ず

　
美
濃
市
上
野
に
お
い
て
１５
歳
の
時
か
ら
紙
漉
き
に
携

わ
り
、国
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
手
す
き
和

紙
の
技
術
を
有
し
、平
成
２６
年
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た「
本
美
濃
紙
」を
漉
く
こ
と
の
出
来
る

「
本
美
濃
紙
保
存
会
」の
会
員
で
あ
り
、伝
統
技
術
の
伝

承
と
後
継
者
の
育
成
に
尽
力
し
て
い
る
。こ
う
い
っ
た
業

績
が
認
め
ら
れ
平
成
２６
年
に
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し

た
。

　
平
成
元
年
か
ら
美
濃
市
立
牧
谷
小
学
校
で
、自
分
で

漉
い
た
美
濃
和
紙
に
よ
る
卒
業
証
書
作
り
を
指
導
す
る

な
ど
、地
域
の
伝
統
文
化
の
承
継
に
貢
献
し
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

１
．
こ
れ
が
原
料
だ
よ

　

和
紙
と
し
て
使
う
の
は
楮こ
う
ぞ

が一番
多
い
ね
。
本
美
濃
紙
以

外
は
高
知
県
の
土と

佐さ

楮こ
う
ぞ

で
作
る
。
こ
の
辺
で
は
、
和
紙
は

土
佐
楮
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
。
土
佐
楮
は
、
あ
る
程
度
の
繊
維

の
長
さ
が
あ
っ
て
、
長
す
ぎ
ず
短
す
ぎ
ず
や
ね
。
作
り
や

す
い
し
、
い
い
物
が
で
き
る
と
い
う
の
が
土
佐
楮
の
使
わ
れ

た
理
由
や
ね
。

謄と
う

写し
ゃ

版ば
ん

原げ
ん

紙し

　

昔
、
東
京
の
堀
井
謄
写
堂
っ
て
と
こ
が
、
雁
皮
で
印
刷

を
や
っ
た
の
ね
。
学
校
の
テ
ス
ト
な
ん
か
先
生
が
自
分
で
作
っ

た
の
ね
。謄
写
版
原
紙
に
問
題
を
書
い
て
、印
刷
し
た
わ
け
。

謄
写
版
原
紙
って
い
う
の
は
、
紙
に
升
目
を
作
って
、
印
刷

し
て
そ
れ
か
ら
蝋
が
ひ
い
て
あ
る
で
し
ょ
。
そ
の
升
目
に
沿
っ

て
い
ろ
ん
な
字
が
書
け
る
。
日
本
で
漉
い
た
、
そ
の
紙
は
非

常
に
性
能
が
よ
く
って
、
輸
出
し
て
世
界
を
席
巻
し
た
こ
と

が
あ
る
ん
や
ね
。

本
美
濃
紙

　

本
美
濃
紙
は
障
子
や
提
灯
の
た
め
に
明
か
り
を
通
す
紙

が
求
め
ら
れ
る
か
ら
、
薄
く
て
き
れ
い
。
栃
木
県
の
那
須

楮
を
使
って
、
強
い
薬
品
を
使
わ
ず
に
漉
い
て
、
お
日
様
に

干
す
。
本
美
濃
紙
保
存
会
の
会
員
じ
ゃ
な
い
と
漉
い
て
も

本
美
濃
紙
と
は
言
わ
れ
ん
の
よ
。

箔は
く

間あ
い

紙し

　

箔
間
紙
は
、
お
仏
壇
に
使
う
金
箔
を
保
護
す
る
紙
。

箔
間
紙
は
、
原
料
も
ち
ゃ
ん
と
決
ま
って
い
る
の
。
三
椏
を

１
０
０
％
使
う
の
ね
。
そ
の
代
わ
り
、
こ
れ
は
、
薬
品
を

使
わ
ず
に
石
灰
を
使
って
柔
ら
か
く
煮
る
。
ソ
ー
ダ
灰
も
駄

目
な
の
。
金
箔
と
重
ね
て
お
く
と
薬
品
使
って
あ
る
と
箔
が

変
色
す
る
。
買
って
か
ら
10
年
お
い
て
も
20
年
お
い
て
も
変

わ
ら
な
いっ
て
い
う
の
は
、
そ
の
製
法
で
し
か
駄
目
っ
て
こ
と

な
の
ね
。
箔
間
紙
ば
っか
り
う
ち
ん
と
こ
は
昔
20
年
く
ら
い

漉
い
て
た
。

３
．
和
紙
の
最
初
は
ね

　

最
初
は
ね
、
産
地
か
ら
原
料
を
買
う
。
今
私
の
と
こ
は

高
知
県
か
ら
土
佐
楮
や
栃
木
県
か
ら
那
須
楮
を
買
っ
と
る
。

買
っ
た
原
料
を
昼
夜
水
に
浸
す
。
そ
し
た
ら
、
釜
に
原
料

と
ソ
ー
ダ
灰
を
入
れ
て
、
だ
い
た
い
３
時
間
か
ら
４
時
間
煮

る
。
ほ
ん
と
に
い
い
紙
作
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
火
力
が
柔
ら

か
い
、
松
を
割
っ
た
木
で
煮
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
塵
取
り
っ
て
いっ
て
ね
、
不
純
物
を
原
料
か

ら
取
り
除
く
。
次
に
塵
取
り
し
た
後
の
原
料
を
叩
い
た
り
、

ビ
ー
タ
っ
て
い
う
機
械
を
か
け
た
り
し
て
、
細
か
く
し
て
繊

紙
を
作
って
く
れ
って
い
う
人
に
は
、
外
国
産
の
原
料
を
使

う
。
今
は
中
国
か
ら
輸
入
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る

と
、
楮
も
作
っ
と
る
人
が
少
な
い
、
需
要
も
少
な
い
も
ん
で

楮
が
売
れ
な
く
な
る
、
悪
循
環
や
ね
。

　

雁が
ん

皮ぴ

は
原
料
の
中
で一番
繊
維
の
長
さ
が
短
い
。
だ
か
ら
、

雁
皮
で
紙
を
作
る
と
シ
ャ
リ
っ
と
し
た
紙
が
で
き
る
。
そ
の

次
に
短
い
の
が
三み
つ

椏ま
た

。

　

三
椏
は
、
全
国
で一番
栽
培
さ
れ
と
る
か
も
し
れ
ん
。
栽

培
は
難
し
い
け
ど
日
本
の
お
札
を
作
っ
と
る
も
ん
で
、
岡
山

県
と
か
高
知
県
で
栽
培
し
と
る
と
思
う
。

　
こ
れ
は
、
ト
ロロ
ア
オ
イ
。
昔
は
乾
く
と
こ
ろ
に
置
い
と
い

て
か
ん
か
ん
に
乾
か
し
て
水
に
浸
し
て
叩
く
ん
や
け
ど
、
今

は
ク
レ
ゾ
ー
ルって
い
う
消
毒
液
が
あ
る
も
ん
で
、
そ
れ
ん
中

に
つ
け
る
。
あ
る
程
度
乾
か
す
と
薬
の
浸
透
が
い
い
や
ら
、

乾
い
た
分
だ
け
い
い
。
大
き
な
蔵
の
中
に
保
存
し
て
１
年
あ

る
よ
う
に
し
て
使
う
。
毎
年
30
キ
ロ
を
５
つ
く
ら
い
。
高
く

は
な
っ
と
る
わ
ね
。

２
．和
紙
は
い
ろ
ん
な
も
の
に
使
え
る

伊
勢
の
型
紙

　

着
物
を
染
め
る
と
き
の
伊
勢
の
型
紙
、
友
禅
っ
て
型
紙

を
楮
で
作
る
。
京
都
の
染
め
屋
さ
ん
が
使
わ
れ
る
紙
を

私
が
、
伊
勢
の
型
紙
屋
さ
ん
に
持
っ
て
行
く
。
そ
れ
か
ら
、

京
都
の
染
め
屋
さ
ん
が
型
紙
を
使
っ
て
模
様
を
彫
刻
し
て

友
禅
の
型
紙
を
彫
る
って
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
繋
が
り
が

あ
る
わ
け
ね
。
染
め
の
柄
を
つ
け
た
と
き
に
粗
い
と
途
中
か

ら
染
料
が
漏
れ
よ
る
。
そ
れ
で
、
密
度
の
濃
い
紙
作
っ
た
ら

ん
と
あ
か
ん
。
だ
か
ら
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

本
美
濃
紙
は
栃
木
県
の
那な

須す

楮こ
う
ぞ

を
使
う
。
那
須
楮
は

少
し
土
佐
楮
よ
り
繊
維
が
短
く
って
細
か
い
も
ん
で
、
漉
い

た
と
き
に
和
紙
の
密
度
が
濃
い
し
、
障
子
に
光
を
通
し
た

と
き
に
非
常
に
柔
ら
か
く
い
い
光
に
な
る
。

　

那
須
楮
は
15
キ
ロ
や
と
７
万
円
く
ら
い
、
土
佐
楮
は
20

キ
ロ
で
５
万
５
千
円
か
ら
６
万
円
す
る
。
今
楮
は
高
い
。

収
量
も
少
な
い
も
ん
で
、
中
国
に
楮
を
持
って
行
って
栽
培

し
て
、
ま
た
輸
入
す
る
人
が
お
る
。
土
佐
楮
や
那
須
楮
以

外
に
も
今
は
外
国
産
の
ほ
う
が
多
い
か
も
し
れ
ん
。
安
い
和

紙
漉
き

限
界
に
挑
む

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

土佐楮

那須楮
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石
原

　英
和
（
80
）

長
屋

　徹

岐
阜
県
美
濃
市

平
成
26
年
取
材

 

「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、50
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

44

森の
名手・名人
シリーズ

岐
阜
県
立
郡
上
高
等
学
校
３
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
10
年
３
月
14
日
生
ま
れ

●
職
業
：
和
紙
製
造
業
（
紙
漉
き
職
人
）

石
原

　英
和
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

い
し 

は
ら

　
　

 

ひ
で 

か
ず

　
美
濃
市
上
野
に
お
い
て
１５
歳
の
時
か
ら
紙
漉
き
に
携

わ
り
、国
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
手
す
き
和

紙
の
技
術
を
有
し
、平
成
２６
年
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た「
本
美
濃
紙
」を
漉
く
こ
と
の
出
来
る

「
本
美
濃
紙
保
存
会
」の
会
員
で
あ
り
、伝
統
技
術
の
伝

承
と
後
継
者
の
育
成
に
尽
力
し
て
い
る
。こ
う
い
っ
た
業

績
が
認
め
ら
れ
平
成
２６
年
に
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し

た
。

　
平
成
元
年
か
ら
美
濃
市
立
牧
谷
小
学
校
で
、自
分
で

漉
い
た
美
濃
和
紙
に
よ
る
卒
業
証
書
作
り
を
指
導
す
る

な
ど
、地
域
の
伝
統
文
化
の
承
継
に
貢
献
し
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

維
だ
け
に
す
る
。

　

そ
し
た
ら
、
仕
事
場
の
船
に
細
か
く
し
た
原
料
と
、
ト
ロ

ロ
ア
オ
イ
っ
て
い
う
紙
を
漉
く
た
め
の
補
助
剤
を
入
れ
る
。

ト
ロロ
ア
オ
イ
の
根
の
粘
液
の
性
質
で
、
船
の
中
に
水
を
入

れ
て
も
原
料
は
沈
ま
な
い
。
漉
い
た
ば
か
り
の
ド
ロ
ド
ロ
し

た
紙
を
１
枚
１
枚
重
ね
た
り
、
ジ
ャ
キ
台
で
プ
レ
ス
し
て
水

分
を
絞
って
も
は
が
れ
る
。
ジ
ャ
キ
台
で
ド
ロ
ド
ロ
の
紙
の
水

分
を
絞
る
と
水
が
出
て
き
て
細
い
繊
維
が
絡
ま
っ
た
や
つ
が

残
る
。
そ
れ
を
１
枚
１
枚
は
が
し
て
ハ
ケ
を
使
っ
て
板
に
張

り
付
け
て
外
で
乾
か
す
。
そ
し
た
ら
製
品
の
大
き
さ
に
切

る
。

　

薄
い
紙
を
漉
く
に
は
、
１
分
か
ら
５
分
か
か
る
か
も
し

れ
ん
し
、
１
日
漉
い
て
も
１
０
０
枚
漉
け
ん
紙
も
あ
る
し
、

３
０
０
枚
漉
け
る
紙
も
あ
る
。
和
紙
の
原
料
を
煮
た
ら
１

日
や
２
日
お
い
て
か
ら
１
日
く
ら
い
は
塵
取
り
を
せ
な
あ
か

ん
し
、
塵
取
り
を
し
て
か
ら
細
か
く
繊
維
だ
け
に
し
て
、
漉

く
の
に
１
日
か
かって
、
干
す
の
に
１
日
か
か
る
で
し
ょ
。
で

き
る
ま
で
に
は
、
４
日
か
５
日
か
か
る
って
こ
と
や
ね
。

４
．
道
具
の
職
人
さ
ん
の
お
か
げ
や
ね

　

ま
ず
、
紙
を
漉
く
道
具
は
こ
の
木
の
枠
が
桁け
た
って
い
う
の

ね
。
細
い
竹
を
絹
で
編
ん
だ
の
が
簾す

。
桁
や
簾
を
作
る
職

人
さ
ん
が
別
々
に
み
え
る
。

う
26
年
や
っ
と
る
。
そ
れ
と
長
い
こ
と
紙
漉
き
や
っ
と
っ
た
も

ん
で
、
瑞
宝
単
光
章
を
い
た
だ
い
た
。
こ
う
い
う
も
の
は
絶

対
に
１
人
で
は
も
ら
え
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
み
ん
な
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
も
ら
え
る
も
ん
や
と
思
う
。

　
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
財
に
本
美
濃
紙
、
埼
玉
県
の
細

川
紙
、
島
根
県
の
石
州
半
紙
が
指
定
を
受
け
た
け
ど
、
こ

れ
か
ら
も
や
っ
ぱ
り
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も

の
を
作
る
って
い
う
気
持
ち
が一番
大
事
や
と
思
う
。

　

昔
、
岐
阜
提
灯
の
薄
い
紙
漉
い
と
っ
た
ん
じ
ゃ
わ
。
そ
し

た
ら
石
原
さ
ん
、
こ
ん
な
薄
い
紙
漉
け
る
の
は
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
や
ね
って
言
わ
れ
た
け
ど
、私
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
じ
ゃ
な
く
っ

て
常
に
限
界
に
挑
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
や
と

思
う
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
な
い
と
人
間
は
成
長
が
止
ま
る

と
い
う
か
ね
、
絶
え
ず
ど
ん
な
物
事
に
も
挑
戦
し
て
い
く
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
こ
と
は
先
を
見
る
っ
て
こ
と
や
で
、
で
き

ん
かっ
た
ら
で
き
る
ま
で
挑
戦
し
て
、
で
き
た
ら
、
そ
こ
か
ら

先
に一
層
よ
く
な
る
よ
う
に
作
っ
て
い
く
っ
て
い
う
の
が
職
人

や
ね
。

こ
れ
が一番
い
い
な
っい
う
漉
き
方
を
昔
の
人
か
ら
受
け
継
い

ど
る
だ
け
で
、
私
が
工
夫
す
る
こ
と
は
な
い
。
だ
け
ど
、
今

ま
で
に
な
い
新
し
い
紙
が
注
文
来
た
と
き
は
、
自
分
で
工
夫

し
て
漉
く
。

６
．
原
料
補
給
や
ね

　

今
入
れ
た
の
は
、
楮
を
細
か
く
し
た
や
つ
。
今
漉
い
と
る

薄
い
紙
は
、
60
枚
漉
き
あ
げ
る
と
中
の
原
料
が
な
く
な
る

も
ん
で
、
入
れ
る
量
を
変
え
て
か
な
あ
か
ん
や
ら
。
１
回
に

入
れ
る
楮
の
量
は
、
今
漉
い
と
る
ぐ
ら
い
の
厚
さ
の
紙
を
作

る
と
き
は
こ
の
ぐ
ら
い
と
い
う
自
分
の
目
安
。
長
年
や
っ
と

る
と
こ
の
く
ら
い
入
れ
る
と
ど
の
く
ら
い
漉
く
って
こ
と
が
わ

かっ
と
る
も
ん
で
、
そ
ん
な
に
大
変
な
話
じ
ゃ
な
い
。

　

原
料
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
る
の
は
、
こ
ん
だ
け
が
動
力

化
し
た
ん
だ
よ
。
３
分
間
や
る
と
２
１
０
回
混
ぜ
る
。
ト
ロ

ロ
ア
オ
イ
が
は
いっ
た
や
ら
。
こ
う
や
っ
て
混
ぜ
る
と
、
腕
に

か
か
る
力
で
粘
り
が
こ
ん
で
い
い
か
な
っ
て
こ
と
が
、
だ
い
た

い
わ
か
る
。
こ
ん
で
、
１
枚
漉
い
て
み
て
、
足
ら
な
ん
だ
ら

補
給
す
る
。

７
．
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
じ
ゃ
な
い

　

美
濃
市
の
牧
谷
小
学
校
の
子
供
た
ち
に
、
は
が
き
や
世

界
に
１
つ
だ
け
の
卒
業
証
書
を
自
分
に
漉
く
活
動
を
、
も

　

桁
で
水
を
汲
む
で
し
ょ
。
ま
っ
す
ぐ
に
平
面
を
作
る
と
な

る
と
真
ん
中
に
水
の
重
さ
が
加
わ
る
と
紙
の
真
ん
中
が
厚

く
な
る
。
そ
う
な
ら
ん
よ
う
に
作
ら
な
あ
か
ん
も
ん
で
、
桁

の
下
の
面
に
針
金
が
あ
る
で
し
ょ
。
横
か
ら
見
る
と
真
ん
中

の
針
金
が
多
少
膨
ら
ん
ど
る
、
こ
れ
が
水
を
汲
む
と
ま
っ
す

ぐ
に
な
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
で
、
調
整
し
と
る
。
桁
を

作
る
に
も
技
術
が
い
る
ん
や
ね
。

５
．
和
紙
の
最
終
工
程
の
紙
漉
き

　

今
日
は
、
伊
勢
の
型
紙
を
漉
い
と
る
。
型
紙
の
基
準
の

サ
イ
ズ
は
縦
60㎝
の
横
90㎝
で
、
注
文
に
よ
って
多
少
小
さ
い

と
か
大
き
い
と
か
あ
る
け
ど
、
用
途
に
よ
って
異
な
る
。
本

美
濃
紙
の
サ
イ
ズ
は
、
も
う
ち
ょっ
と
大
き
く
て
縦
64㎝
の

横
97㎝
。

　

今
使
っ
と
る
大
き
い
桁
だ
と
、
紙
を
漉
く
と
き
に
は
、
水

が
重
く
て
漉
け
ん
。
こ
ん
だ
け
持
っ
ち
ょ
る
と
、
普
通
や
っ

た
ら
重
く
て
下
に
落
ち
る
や
ら
。
そ
ん
で
、
竹
に
ひ
も
を
つ

け
て
桁
を
つって
、
竹
の
力
を
利
用
し
な
が
ら
漉
く
も
ん
で
、

そ
ん
な
に
力
は
入
れ
ん
。
そ
ん
で
今
の
漉
き
方
は
、
流
し

漉
き
。
流
し
漉
き
は
何
で
も
で
き
る
。
用
途
に
よ
って
紙
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
流
す
か
っ
て
こ
と
が
違
う
。
揺
ら
し
方
が

違
う
と
、
表
面
は
変
わ
ら
ん
け
ど
、
こ
の
揺
ら
し
方
の
ほ
う

が
紙
の
目
が
細
か
く
、
密
度
が
濃
く
な
る
。
用
途
に
よ
って

ビータ（細かくする機械）

桁

紙漉き

MORINOTAYORI13
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わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

御
嵩
町
の
森
林
づ
く
り
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

御
嵩
町
の
森
林
づ
く
り

　

御
嵩
町
は
、
県
下
で
は
雨
・
雪
と
も
比
較
的

少
な
く
、
温
暖
な
地
域
で
す
。
町
の
中
央
部
を

東
西
に
流
れ
る
可
児
川
を
中
心
に
住
宅
や
農
地

が
広
が
っ
て
お
り
、
南
北
と
東
部
の
三
方
は
山

間
地
で
森
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

環
境
モ
デ
ル
都
市
み
た
け

　

本
町
は
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
高
い
目

標
を
掲
げ
て
先
駆
的
な
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
都
市
と
し
て
、
県
内
で
唯
一
の「
環
境
モ

デ
ル
都
市
」に
選
定
さ
れ
、
そ
の
行
動
計
画
に
基

づ
き
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
の「
森
林
の

再
生
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①
町
有
林
の
森
林
経
営
信
託
に
よ
る
整
備

　

町
有
林
約
８
０
０
ha
の
う
ち
約
２
０
０
ha
を

平
成
24
年
か
ら
10
年
の
期
間
で
、
可
茂
森
林
組

合
と
森
林
経
営
信
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

工
期
や
時
期
に
縛
ら
れ
な
い
安
定
的
な
事
業
量

が
確
保
で
き
る
こ
と
や
、
隣
接
す
る
私
有
林
の

森
林
の
経
営
計
画
を
取
り
込
む
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
森
林
施
業
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

森
林
経
営
信
託
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
量

を
増
加
さ
せ
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営

モ
デ
ル
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り

　

一
般
的
に
は「
企
業
の
森
」と
呼
ば
れ
る
施
策

で
す
。
町
有
林
の
う
ち
約
40 

ha
を
、
株
式
会
社

岐
阜
造
園
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
、
東
邦

ガ
ス
株
式
会
社
、
東
海
化
成
工
業
株
式
会
社
、

株
式
会
社
十
六
銀
行（
協
定
締
結
順
）の
5
社
と

協
定
を
締
結
し
、
企
業
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り

森
林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
水
土
里（
み
ど
り
）隊
」

に
よ
る
整
備

　
「
水
土
里
隊
」は
、
森
林
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
、

町
の
森
林
保
全
活
動
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
こ

と
で
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
16
年
に
発
足
し
た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。
林
内
の
除
間
伐
に
よ
る
整
備
、

炭
の
生
産
や
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
な
ど
の
独
自
事

業
の
ほ
か
、
地
元
の
児
童
生
徒
な
ど
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
、
森
林
整
備
の
大
切
さ
を
次
世
代

に
伝
え
て
い
ま
す
。

里
山
活
性
化
の
試
み

　

人
々
の
里
山
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
さ
ら

な
る
里
山
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
の
若
手

職
員
で「
み
た
け
里
山
活
性
化
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
」を
結
成
し
、
多
く
の
人
々
が
山
に
触
れ
る

き
っ
か
け
を
作
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

町
有
林
を
大
学
に
見
立
て「
ヒ
ト
ト
キ
ノ
ア
カ
デ

ミ
ー
」と
し
て
講
座
を
開
催
し
、
林
内
で
森
林
整

備
体
験
や
散
策
な
ど
の
ほ
か
、
か
つ
て
松
茸
山

と
し
て
発
展
し
た
山
林
を
再
生
す
る
た
め
の
整

備
や
先
進
地
視
察
な
ど
、
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

森
林
資
源
の
活
用

　

本
町
は
、
木
材
を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
、

町
内
の
２
か
所（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ
ぽ

か
ん
、
中
山
道
み
た
け
館
）に
ぎ
ふ
木
育
ひ
ろ
ば

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
県
産
材
で
作
ら
れ
た
家

具
や
お
も
ち
ゃ
等
を
設
置
し
、
木
の
ぬ
く
も
り

を
知
り
、
木
と
親
し
み
な
が
ら
、
皆
が
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
館
を
メ
イ
ン
と
し
た
複
合
施
設

「
伏
見
に
こ
に
こ
館
」を
木
造
で
建
設
す
る
な
ど
、

公
共
施
設
の
木
造
化
と
し
て
県
産
材
の
利
用
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
木
造
に
よ
る
新
庁
舎

建
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
木

を
活
か
す
建
築
推
進
協
議
会
に
よ
る
設
計
段
階

か
ら
の
技
術
支
援
を
受
け
、
平
成
29
年
11
月
に

は「
御
嵩
町
・
木
造
公
共
施
設
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
、
地
域
の
皆
様
、
企
業
の
皆
様
な
ど

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

資
源
循
環
型
の
仕
組
み
を

目
指
し
て

　

こ
の
よ
う
に
、
本
町
は
森
林
整
備
と
資
源
活

用
に
よ
り
資
源
循
環
型
の
森
林
保
全
の
仕
組
み

を
確
立
し
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
増
大
と
担

い
手
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
、

学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
企
業
な
ど
、
様
々

な
主
体
が
参
加
し
、
社
会
全
体
で
森
林
の
再
生

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲水土里隊による整備後の森の様子

▲地元高校生の特別授業

▲ヒトトキノアカデミーで森林整備

▲伏見にこにこ館

▲ぎふ木育ひろばの様子
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小水力発電による環境保全推進事業

　ぎふの豊かな森林・水を活かした環境にやさしい社会づくりのため、環境負荷の低いエネルギーシステムの普及・
啓発を図ることを目的に、身近な水路等に小規模な小水力発電施設を設置し、その施設等を活用して環境保全学習
や環境保全活動に取り組む市町村や地域団体等の支援を行っています。

■事業目的

　平成29年度は、豊かな水資源や森林資源など、自然エネルギー
資源に恵まれた高山市奥飛騨温泉郷福地地内において、最大出力
0.2kW、年間発電電力量1,050kWhの水車が設置され、街灯など
の電力として利用されるとともに環境負荷の低いエネルギーシステ
ムの普及・啓発に役立てられます。
　
　環境保全学習では、地元の小学生が奥飛騨温泉郷が自然エネル
ギー資源に恵まれている理由や小水力発電により削減される二酸化
炭素の量など、環境保全についてクイズ型式で学びました。
　
　また、水の力の強さを実感するために、実際に水車を手で回す体
験を行いました。

■実施状況

❶環境教育推進型
　簡易な小水力発電施設を設置し、その地域で環境保全学習を行う。
❷環境保全提案型
　小規模な小水力発電施設を設置し、その地域で環境保全活動を行う。
※いずれの型も年1回以上の環境保全学習が必須となります。

■事業概要

上記取組について公募を行い、第三者による評価会議の結果を踏まえて、補助対象者を決定します。
■実施方法

発電の仕組みの学習

環境保全学習 水車回し体験

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

　平成24年度より県民みんなで豊かな自然環境を守る仕組みとして導入した「清流の国ぎふ
森林・環境税」は、平成33年度末まで５年間延長されました。税活用事業の内容も見直しを
しましたので、新しい内容の事業を含め連載で紹介します。
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ 百聞は一見にしかず、トカゲ － 【第318回】

　前号で紹介したように今年の夏は、チビちゃんたちが飼ってい
るトカゲの世話で振り回された。しかし、苦にはならなかった。
チビちゃんたちと話しができたからである。時々、笑えるような
ことを聞いてくることもあった。しかし、チビちゃんは真剣。子
供の目にはこのように映るのかと、私自身勉強になった。猛暑
日のある日のことである。5歳のチビちゃんが「お爺ちゃん、暑
いとトカゲも水を飲むの」と聞いてきた。「飲むよ」と答えた。
すると7歳のY君「川の水を飲んでいると、流されてしまわない
の」。私は返答に困った。どこでどのようにして飲むのか知らな
かったのである。「土の上や落ち葉に残っている水を飲むのでは
なく、なめているのだよ」と思いつきの返答をした。数日後、「お
爺ちゃん、違うよ。トカゲは水をなめないよ。おいしそうに飲ん
でいたよ」とY君が言ってきた。まさか。と思ったものの、それ
を母親が写真に撮っていたので間違いない。Y君は暑い日が続
いていたので、トカゲが可哀想だからと小さなカップに水を入れ
て与えたところ、すぐに飲み始めたという。私は口には出さなかっ
たが「Y君、ごめん」と詫びた。百聞は一見にしかず。この言
葉が脳裏に浮かんだ。

×　　×　　×　　×
　そのY君が、今度は「トカゲも脱皮をするの」と聞いてきた。
前にヘビの脱皮した殻を見たのを思い出したらしい。「するよ」
と私。「ヘビのように脱け殻は残るの」と再度Y君。私はまたま
た困った。ヘビの脱皮殻は何度も目にしているけど、トカゲは見
たことがないからである。しかし、トカゲもヘビも同じ仲間。脱
皮方法は同じだと思い、「残るよ」と返答した。8月中旬、Y君が「ト
カゲの皮がぼろぼろになっている」と言ってきた。トカゲの皮膚
は半分くらいがはがれて落ち、残ったのが体に着いていた。脱
皮だ。間違いないと思った。またまた間違った返答をし、Y君に
は申し訳ないと思った。4歳と3歳のチビちゃんも毎日トカゲを楽
しそうに見ていた。しかし、二人とも女の子。Y君と見方が違う。
「お爺ちゃん、トカゲと虫が仲良しになったよ」と言ってきた。静
止しているトカゲの背中に何匹も虫が止まっているのである。こ
れを見て仲良しになったと思ったらしい。この発想。女子のチビ
ちゃんならではと笑えてきた。しかし、今まで餌となっていた虫
がトカゲの頭や背中で休んでいる。野外ではあり得ないことだ。
不思議だ。何故か。

×　　　×　　　×　　　×
　野外のトカゲは日当たりのよいところにいる。しかし、ここは
冷房の効いた部屋。日光不足ではないかと思った。それから毎
日2時間ほど直射日光に当てた。数日後、トカゲの背中で虫は見
られなくなった。トカゲは日光不足で弱ってしまったのだと思っ
た。これを見た4歳のチビちゃん。「トカゲと虫が喧嘩をしたのか

なー」。その表情。本当に可愛かった。8月中旬頃から飼育して
いるコオロギが育ってきたので、これを餌に与えた。トカゲは
口で捕らえてひと飲み。これ見ていた3歳のちびちゃんが「美
味しそうに食べているよ」。そして4歳のチビちゃんは「3匹食べ
たけど、もう食べないよ」。すると「腹がふくれたのだよ」とY君。
チビちゃんたちはこのような会話をしていた。確かにトカゲは1
回に食べる量は1～ 3匹と少ない。しかし、2時間後にはまた食
べはじめた。この繰り返しであった。だから野外のトカゲが動き
回っているのは餌を捕
るためなのだと思っ
た。これもチビちゃん
のお陰。また勉強させ
てもらった。コオロギ
は日ごとに大きくなり、
8月下旬には2㎝を越
えた。小食のトカゲは
1匹食べれば腹一杯に
なると思った。ところ
がそうではなかった。
逆に大きすぎて食べる
ことができないのである。このためトカゲはたくさんいるコオロ
ギの中から口に入るものを捕らえて食べていた。時々、大きな
コオロギの腹を口にくわえようとする。しかし、コオロギは太
い後足でトカゲを蹴って飛び跳ね逃げていく。トカゲの餌捕りも
大変だと思った。

×　　×　　×　　×
　9月中旬、「トカゲに触っても逃げないよ。慣れてきたの」と
Y君が言った。確かに背中をなぜても逃げないのだ。しかし、
つかもうとすると素早く逃げ出すので、慣れてはいない。スト
レスではないかと思った。狭い容器に4ヶ月も入れられているか
らである。それと餌を前ほど食べない。ひどいときは2日も食べ
ないこともあった。コオロギが飽きたのではないかと思い、大
好きな芋虫を与えた。それでも食べようとしなかった。動きが
鈍い。このままでは死亡する。こんな予感がしたので、10月上旬、
庭に逃がした。チビちゃんたちと見送った。トカゲは花壇の中へ
消えていった。その後、チビちゃんたちは「トカゲは元気かな－」、
「どこにいるのかな－」と口にしていた。半月後、鉢植えの下に
トカゲの子供がいた。それを下のチビちゃん二人に見せ「これ
はトカゲの子供だよ」と教えた。すると「逃がしたトカゲの子供
だね」と5歳のチビちゃんが言った。この純真な言葉。思わず私
は「そうだよ。可愛いね」と答えた。

▲トカゲの子供
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ま
で
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現
場
か
ら
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岐
阜
森
林
管
理
署
　
揖
斐
森
林
事
務
所
　
首
席
森
林
官
　
村
井
　
千
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
章
ま
と
め
）
大
島
　
愛
彦

森
林
官
の
仕
事

　

岐
阜
森
林
管
理
署
が
管
轄
す
る
飛
騨
川
、
長
良

川
、
揖
斐
川
流
域
の
国
有
林
を
適
切
に
管
理
す
る

た
め
、
森
林
管
理
署
の
現
地
機
関
と
し
て
森
林
事

務
所
が
あ
り
、
各
事
務
所
に
森
林
官
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

岐
阜
森
林
管
理
署
の
森
林
事
務
所
は
表
１
の
と

お
り
８
つ
あ
り
、
飛
騨
川
流
域
は
下
呂
市
内
に
４

事
務
所
と
七
宗
町
、
長
良
川
流
域
は
岐
阜
市
と
郡

上
市
、
揖
斐
川
流
域
は
揖
斐
川
町
に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
各
地
に
配
置
さ
れ
る
森
林
官
の
仕
事
を

紹
介
し
ま
す
。

　
　
森
林
官
の
仕
事

　

揖
斐
森
林
事
務
所
の
村
井
で
す
。

　

森
林
官
の
仕
事
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
は
国
有

林
の
巡
視
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
有
林
及
び

官
公
造
林
地
の
巡
視
（
日
常
点
検
及
び
災
害
調

査
）、
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界
の
維
持
・
管
理
、

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
る
土
地
の
巡
視
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
署
で
発
注
す
る
素
材
生
産
、
造
林
、

立
木
調
査
、
林
道
の
維
持
修
繕
等
各
種
請
負
事
業

の
監
督
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

他
に
も
伐
採
を
計
画
し
て
い
る
森
林
か
ら
ど
の

程
度
の
出
材
量
が
見
込
め
る
か
を
現
地
調
査
す
る

収
穫
調
査
、
獣
害
対
策
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
）、
山
火
事
予
防
等
の
啓
発
活
動
、
森

林
計
画
樹
立
の
素
案
作
成
（
現
地
調
査
を
含
む
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
森
林
事
務
所
が
管
理
す
る
国
有
林
は
図
の

と
お
り
範
囲
が
広
く
、
旧
春
日
村
と
久
瀬
村
の
境

に
あ
る
「
樫
原
谷
国
有
林
」、池
田
山
西
側
の
「
足

打
谷
国
有
林
」、
横
山
ダ
ム
北
の
「
川
尻
国
有
林
」

が
あ
り
、
そ
の
他
に
滋
賀
県
、
福
井
県
境
の
「
川

上
国
有
林
」
と
「
門
入
国
有
林
」、
本
巣
市
根
尾

の
福
井
県
境
に
「
能
郷
国
有
林
」、「
大
河
原
国
有

林
」、「
越
波
国
有
林
」
が
あ
り
ま
す
。

　

国
有
林
で
は
次
世
代
の
森
林
を
造
る
た
め
、
主

伐
・
再
造
林
を
進
め
て
い
ま
す
。
写
真
は
樫
原
谷

国
有
林
で
３
ha
の
立
木
販
売
（
皆
伐
）
を
行
い
、

造
林
木
を
シ
カ
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
に
ツ
リ
ー

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
た
箇
所
の
食
害
調
査
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
民
の
森
林
で
あ
る
国
有
林
を
健
全
に
管
理
育

成
し
、必
要
に
応
じ
て
林
業
の
先
進
事
例
を
作
り
、

そ
う
し
た
情
報
を
民
有
林
へ
積
極
的
に
提
供
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業
に
関
す
る
情

報
が
必
要
な
と
き
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
揖
斐
で
新
し
い
森
林
整
備
推
進
協
定
を

　
　
協
議
中

　

昨
年
の
本
誌
６
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
岐

阜
森
林
管
理
署
で
は
東
白
川
村
、
下
呂
市
、
七
宗

町
で
森
林
整
備
推
進
協
定
を
締
結
し
、
民
国
連
携

し
て
森
林
共
同
施
業
団
地
の
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

課
題
と
し
て
、
飛
騨
川
流
域
で
は
３
地
区
で
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
が
、
長
良
川
流
域
と
揖
斐

川
流
域
で
は
締
結
事
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
４
月
か
ら
新
規
協
定
の
締
結
に
向
け
て

調
査
、
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
岐
阜
県
揖
斐
農
林
事

務
所
の
全
面
的
な
協
力
を
受
け
て
、
揖
斐
川
町
の

樫
原
谷
国
有
林
に
隣
接
す
る
民
有
林
と
新
規
協
定

の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
場
所
は
近
年
話

題
に
な
っ
て
い
る
岐
阜
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
（
天
空

の
茶
畑
）
の
上
の
山
で
す
。

　

協
定
の
内
容
等
は
締
結
後
に
あ
ら
た
め
て
紹
介

し
ま
す
が
、
民
国
連
携
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
も

森
林
官
の
仕
事
で
す
。
年
度
末
ま
で
に
協
定
締
結

を
実
現
で
き
る
よ
う
最
終
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

森林事務所名 流　域 森林事務所
所在市町村 担当する国有林所在地 配置される森林官

濁河 飛騨川 下呂市（小坂町） 濁河地区・小黒川地区 首席森林官
大洞 飛騨川 下呂市（小坂町） 大洞地区・椹谷地区 首席森林官
馬瀬萩原 飛騨川 下呂市（萩原町） 下呂地区・馬瀬萩原地区 首席森林官
小坂 飛騨川 下呂市（小坂町） 小坂地区 森林官
七宗 飛騨川 七宗町 七宗・東白川 森林官
岐阜 長良川 岐阜市 岐阜・美濃・山県・関 地域統括森林官
白鳥 長良川 郡上市 郡上 地域統括森林官
揖斐 揖斐川 揖斐川町 揖斐・本巣 首席森林官

表１　岐阜森林管理署の森林事務所
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普及コーナー

まだまだ元気な
岐阜県林業グループ連絡協議会

■森林技術開発・支援センター　林業普及指導員　原 彰良

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
5
ー
３
5
ー
2
5
3
5

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー 

森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

手
と
し
て
、
誇
り
と
気
概
を
持
ち
、
大
切
な
森

林
を
、
健
全
で
豊
か
な
姿
で
子
供
や
孫
へ
と
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う「
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く

り
」と「
後
継
者
づ
く
り
」に
取
り
組
む
こ
と
等

が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

技
術
交
換
研
修
会

　

午
後
か
ら
は
、
県
主
催
の
技
術
交
換
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
に
つ

な
が
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
に
、
い
ち
早
く
取

り
組
ま
れ
た
中
津
樹
苗（
中
津
川
市
落
合
）の
山

本
太
一
さ
ん
か
ら
、
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
施
設
の

運
営
や
機
械
等
の
説
明
、
生
産
・
販
売
シ
ス
テ

ム
と
そ
の
受
給
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
特
徴
を
理
解
す

る
と
と
も
に
、
地
元
に
戻
っ
て
情
報
提
供
す
る

た
め
に
、
サ
ン
プ
ル
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を
持
ち
帰

る
グ
ル
ー
プ
員
も
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
高
山
市
一
之
宮
町
林
業
グ
ル
ー
プ

の
会
長
を
二
期
務
め
、
地
域
に
間
伐
等
の
必
要

性
を
普
及
す
る
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
大
森
治
良

さ
ん
と
、
森
林
学
習
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
ぶ
活
動
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
中
津
川
市
立
加
子
母
中
学
校
さ
ん
を
表
彰

し
、
表
彰
状
と
記
念
品（
木
製
額
縁
）が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

林
業
グ
ル
ー
プ
大
会

　

各
地
区
を
代
表
し
、
福
岡
林
業
経
営
研
究
ク

ラ
ブ
の
小
縣
増
雄
さ
ん
が
、
間
伐
や
枝
打
ち
体

験
の
森
林
教
室
の
開
催
や
、
産
業
祭
で
の
し
い

た
け
の
販
売
と
い
っ
た
活
動
事
例
に
つ
い
て
、

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
宣
言
と
し
て「
恵
那
こ
ぶ
し

の
会
」の
木
村
仁
枝
さ
ん
か
ら
、
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
森
林
整
備
意
欲

の
低
下
し
た
森
林
所
有
者
へ
の
働
き
か
け
や
、

地
元
小
中
学
生
に
対
し
て
、
森
林
の
重
要
性
を

伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
森
林
づ
く
り
の
担
い

　

岐
阜
県
林
業
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
は
、
林

業
技
術
・
経
営
の
改
善
研
究
等
意
欲
的
な
森
林

所
有
者
に
よ
っ
て
、
各
地
区
で
組
織
さ
れ
た
林

業
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
昭
和
三
十
七
年
に
組
織

さ
れ
、
五
十
六
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

構
成
員
は
、
現
在
、
三
十
団
体
四
百
六
十
三

名
で
す
。

　

最
近
の
林
業
グ
ル
ー
プ
の
主
な
活
動
は
、
地

域
の
森
林
・
林
業
の
活
性
化
を
目
指
し
、
後
継

者
の
育
成
、
林
業
技
術
の
伝
承
、
森
林
資
源
の

有
効
活
用
の
研
究
、
小
中
学
生
へ
の
森
林
教
室

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
会

　

県
下
各
地
の
林
業
グ
ル
ー
プ
員
が
一
堂
に
会

し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
と

会
員
相
互
の
連
絡
・
協
調
を
図
る
た
め
、
第

五
十
六
回
通
常
総
会
と
第
六
十
三
回
林
業
グ

ル
ー
プ
大
会
を
平
成
二
十
九
年
七
月
七
日（
金
）

に
中
津
川
市
苗
木
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
総

勢
百
十
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
会
長
か
ら
は
、「
山
も
人
も
次
の
世
代
へ

つ
な
い
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」旨
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

　

総
会
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
、
林
業
・
林
産

業
及
び
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
事
業
に
精
励
し
、

他
の
模
範
と
な
る
者
や
林
業
グ
ル
ー
プ
活
動
に

多
大
な
協
力
を
し
、
グ
ル
ー
プ
の
活
性
化
等
に

貢
献
し
た
者（
小
中
学
校
等
団
体
を
含
む
）等
を

会
長
表
彰
し
て
い
ま
す
。

▲会長表彰

▲活動発表（福岡林研クラブ）
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
5
ー
３
5
ー
2
5
3
5

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー 

森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

四
日（
金
）の
研
修
会
現
地
視
察
で
は
、
会
場

の
ホ
テ
ル
に
あ
る
チ
ッ
プ
を
燃
料
に
し
て
電
力

を
供
給
し
て
い
る
施
設
の
他
、
ホ
テ
ル
に
木
質

チ
ッ
プ
を
供
給
し
て
い
る
施
設
等
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

施
設
は
、
地
元
森
林
組
合
の
運
営
で
、
Ｃ
Ｄ

材
を
皮
む
き
後
、
１
年
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
、
粉
砕

し
、
木
粉
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
、
産
廃
の
中

間
処
理
施
設
と
し
て
、
枝
葉
な
ど
と
処
理
費
用

を
受
け
取
っ
て
、
木
粉
や
薪
な
ど
を
作
っ
て
販

売
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
員
は
、
最
新
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
最
新
の
情
報
等
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
積
極
的
な
グ
ル
ー
プ
活
動
が
な
さ
れ
、「
健

全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
」「
後
継
者
づ
く
り
」

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ふ
村
高
齢
者
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
は
、
地
元
産
木
材（
東
濃
ひ
の
き
）を
柱
や

梁
、
内
装
材
な
ど
に
多
用
し
、
施
設
全
体
に
使

わ
れ
て
い
る
ヒ
ノ
キ
の
香
り
や
ぬ
く
も
り
が
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
る
施
設
で
す
。

　

ぎ
ふ
村
の
鈴
村
さ
ん
か
ら
は
、
特
別
に
高
齢

者
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
施
設
内
の
プ
ー
ル
を
開

放
し
て
い
た
だ
き
、
末
口
径
三
十
四
cm
径
の
現

し
の
丸
太
梁
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
員
か

ら
の
利
用
者
の
感

触
は
ど
う
か
と
の

質
問
に
は
、「
木
の

ぬ
く
も
り
を
感

じ
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
効
果
も
感
じ

ら
れ
、
好
評
で
あ

る
。」と
の
こ
と
で

し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
今
後
の
地
域
林
業
の
課

題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。本

巣
林
研
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
獲
得
！

　

平
成
二
十
九
年
度
の
中
部
・
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
八
県
が

参
加
し
、
平
成
二
十
九
年
八
月
三
日（
木
）～
四

日（
金
）に
福
井
県
あ
わ
ら
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
中
部・北
陸
地
域
内
の
林
業
グ
ル
ー

プ
活
動
内
容
を
発
表
し
、
意
見
交
換
を
行
う
も

の
で
す
。
ま
た
、
技
術
交
換
研
修
会
に
よ
り
グ

　

次
に
、
大
型
バ
ス
二
台
で
、
東
濃
林
産
物
共

販
所
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ふ
村
高
齢
者
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
を
現
地
視
察
し
ま
し
た
。

　

東
濃
林
産
物
共
販
所
で
は
、
樋
口
所
長
か
ら

東
濃
ひ
の
き
を
中
心
と
す
る
木
材
市
場
の
原
木

取
り
扱
い
状
況
や
、
構
造
材
や
合
板
利
用
の
た

め
の
径
級
、
採
材
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
自
ら
の
森
林
を
思
い
起
こ
し
、
伐
採
適
期
、

伐
採
方
法
等
を
質
問
す
る
グ
ル
ー
プ
員
も
い
ま

し
た
。

ル
ー
プ
員
の
視
野
を
広
め
、
地
域
林
業
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
も
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

三
日（
木
）は
、
各
県
の
代
表
グ
ル
ー
プ
か
ら
、

日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
、
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
岐
阜
県
代

表
の
本
巣
林
研
ク
ラ
ブ
の
浅
野
宣
さ
ん
が
、「
地

域
に
根
差
し
、
地
域
と
共
に
学
び
、
協
力
す
る

林
研
活
動
」と
題
し
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
県
代
表
の
発
表
後
、
審
査
結
果
で
は
、「
岐

阜
県
代
表
は
、
多
彩
な
活
動
を
さ
れ
て
い
て
、

お
り
べ
杉
の
指
定
や
小
学
生
へ
の
総
合
学
習
支

援
、
高
校
生
へ
の
間
伐
体
験
支
援
、
若
手
の
加

入
も
あ
っ
て
す
ば
ら
し
か
っ
た
」と
の
講
評
を

受
け
、
見
事
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
巣
林
研
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
三
十
年
二
月
に

東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国
林
業
グ
ル
ー
プ
コ

ン
ク
ー
ル
に
中
部
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し

て
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

次
は
、
全
国
最
優
秀
を
目
指
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。

▲中津樹苗（山田太一氏）▲東濃林産物共販所

▲活動発表（本巣林研）

▲木質ボイラ

ぎふ村高齢者健康増進センター丸太梁
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感
染
苗
木
は
で
き
る
か

　
接
種
源
や
培
土
な
ど
を
変
え
て
、
様
々
な

方
法
で
感
染
苗
木
の
作
成
を
試
み
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
多
く
の
苗
木
で
感
染
は
見
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
唯
一
、
白
ト
リ
ュ
フ
で
あ
る
ホ
ン
セ
イ
ヨ

ウ
シ
ョ
ウ
ロ
を
接
種
し
た
一
部
の
苗
木
で
、

根
に
ト
リ
ュ
フ
特
有
の
形
態
を
示
す
菌
根
が

観
察
で
き
ま
し
た
（
写
真
２
）。
D
N
A
解

析
の
結
果
か
ら
も
、
菌
根
が
ホ
ン
セ
イ
ヨ
ウ

シ
ョ
ウ
ロ
で
あ
る
と
確
認
で
き
て
い
ま
す
。

菌
根
が
形
成
し
た
苗
木
は
、
苗
高
約
７
・
７

cm
で
、
1
本
当
た
り
の
菌
根
数
は
平
均
１
１

７
個
で
し
た
。

お
わ
り
に

　
現
状
で
は
、
多
く
の
苗
木
が
感
染
し
て
い

な
い
た
め
、
接
種
方
法
や
管
理
方
法
に
つ
い

て
改
良
が
必
要
で
す
。
た
だ
、
数
は
少
な
い

で
す
が
、
作
成
で
き
た
感
染
苗
木
は
野
外
に

植
栽
し
て
経
過
を
観
察
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

  
本
研
究
は
、
農
林
水
産
技
術
会
議
の
委
託

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
高
級
菌
根
性
き
の
こ

栽
培
技
術
の
開
発
」
で
、
国
立
研
究
開
発
法

人 

森
林
研
究
・
整
備
機
構 

森
林
総
合
研
究

所
な
ど
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ト
リ
ュ
フ
が
発
生
す
る
場
所
な
ど
の
情
報

一
歩
近
づ
く
た
め
、
当
研
究
所
で
も
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
確
立
さ
れ
た
技
術

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ト
リ
ュ
フ
感
染

苗
木
の
作
成
の
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

感
染
苗
木
の
作
成
状
況

・
苗
木
は
、
コ
ナ
ラ
の
実
生
苗
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
主
根
は
10
㎝
程
度
に
切
断
し
て

い
ま
す
。

・
接
種
源
は
、
黒
ト
リ
ュ
フ
や
白
ト
リ
ュ
フ

の
胞
子
、
培
養
菌
糸
、
キ
ノ
コ
が
発
生
し

て
い
た
場
所
の
土
壌
で
す
。

・
容
器
は
、
主
に
容
量
３
０
０
ml
の
マ
ル
チ

キ
ャ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ナ
で
す
。

・
培
土
は
、
滅
菌
し
た
鹿
沼
土
や
鹿
沼
土
に

芝
の
目
土
を
混
合
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

の
材
料
に
石
灰
を
添
加
し
た
も
の
も
使
用

し
て
い
ま
す
。

・
管
理
は
、
23
℃
程
度
に
設
定
し
た
照
明
付

き
（
6
，0
0
0
ル
ク
ス
、
1
日
18
時
間

照
射
）
の
育
苗
室
で
、
水
道
水
を
２
日
に

1
回
程
度
、
散
水
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

は
じ
め
に

　
ト
リ
ュ
フ
は
、
世
界
三
大
珍
味
の
一
つ
に

も
数
え
ら
れ
る
高
級
食
材
で
す
。
ト
リ
ュ
フ

に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
色
や
発
生
時
期

な
ど
に
基
づ
い
て
、黒
ト
リ
ュ
フ
、白
ト
リ
ュ

フ
、
夏
ト
リ
ュ
フ
、
冬
ト
リ
ュ
フ
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
、
栽
培
で
き
る
ト

リ
ュ
フ
の
種
類
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ブ

ナ
科
樹
木
な
ど
の
苗
木
に
菌
を
感
染
さ
せ
た

感
染
苗
木
を
植
栽
し
て
、
人
工
栽
培
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
国
内
に
も
黒
ト
リ
ュ
フ
も
白
ト

リ
ュ
フ
も
自
生
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
が
、
我
が
国
で
は
ト
リ
ュ
フ
の
栽
培
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
内
に
発
生
す
る
ト

リ
ュ
フ
の
栽
培
化
に
向
け
た
検
討
が
必
要
で

す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
の
と
は
種
類
や
発

生
環
境
な
ど
が
異
な
る
た
め
、
海
外
の
人
工

栽
培
技
術
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、
感
染
苗
木
の
作
成
が
必
要
で
す
。

感
染
苗
木
が
で
き
れ
ば
、
ト
リ
ュ
フ
栽
培
に

が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
を
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

森
林
研
究
所
●
水
谷 

和
人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

国
内
産
ト
リ
ュフ
の
感
染
苗
木
を

作
成
す
る

写真2　トリュフ菌が感染した根 写真1　苗木の育成状況

2月号
予定

2月1日発行
イベント情報

わがまちの森林・環境行政（14）

市況情報

地域の人

その他

連載
●山の歳時記（150）
●山のおじゃまむし（319）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（62）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（60）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　「森林のたより」編集委員になって１年が経ち、皆様に記事を書いていただく
ことの大変さを感じている今日この頃です。
　本号でも紹介しておりますが、昨年のドイツに引き続き「日独林業シンポジウム
2017」を岐阜市で開催しました。また、その前日にはエクスカーションとして、ド

イツからお越しいただいたロッテンブルク大学の先生及び学生20名等に郡上市の古川林業と
長良川木材事業協同組合を見ていただくための支援を行いました。
　当日は、古川林業の古川秀樹氏からの説明及び長良川木材事業協同組合の山内氏からの説
明に対し、ドイツ側からは熱心な質問が数多く出て、視察時間がオーバーするほどでした。
　私自身もドイツ人から話しかけられることが多かったが、ドイツ語、英語は分からず、片言の
英単語で対応しますが、案の定理解してもらえず通訳がいないとタジタジになる１日でした。も
う少し会話ができるといいなと感じました。
　今後はこのシンポジウムを契機として、日本とドイツの関わりが更に強固なものになることを
祈念しています。

「森林のたより」編集委員　井戸 好美

平成29年度
第56回 治山研究会中部支部技術（設計・積算）検討会に参加しました。

　平成２９年１０月２６、２７日に、福井県にて第５６回治山研究会中部支部技術（設計・積算）検討会が開催されました。
　治山研究会中部支部は、中部８県と中部森林管理局から構成され、毎年、現地検討会と技術（設計・積算）検討会を開催しています。
技術（設計・積算）検討会では、「治山技術の発展向上のための取組課題」と「設計・積算歩掛調査等の課題」を局・各県が持ち寄り、
情報交換や解決に向けた討議を行っています。（現地検討会の内容については１２月号に掲載しています。）
　両日に渡って、福井県庁舎にて検討会を行いました。今回は、昨年度本県も受検しました会計実地検査において治山事業がメインテー
マになり、全国的に講評事案として掲げられたことを受け、事業計画や山地災害危険地
区への取り組みのほか、治山技術に係る課題が多く出されました。このほか、昨年度大
幅に改定された調査設計歩掛の適用や局・各県で直面している諸課題など、ここ数年
を振り返っても、重要な課題が多くあったこともあり、例年以上に活発な意見交換がなさ
れました。
　多くの課題がある中で、この検討会だけで解決策が見付かるという訳ではありませんが、
実務担当者相互の交流も深まり、今後の事業遂行に非常に有意義な会議となりました。
　なお、来年度は長野県において開催されます。

検討会の様子

【治山課　下垣内友哉】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-1111 内線（3167） 治山課まで

森林・林業関係イベントカレンダー（2月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

2月7日㈬

2月8日㈭～
2月9日㈮

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）●講習時間： 9:20～15:30 学科
　　　　　  15:30～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 8日 8:30～17:40 学科
　　　　　   9日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

8日（学科）ぎふ森林文化センター
　　　　 （岐阜市六条江東2-5-6）
9日（実技）岐阜県森連岐阜支所
　　　　 （関市倉知字物見山4660-16）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195
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2月号
予定

2月1日発行
イベント情報

わがまちの森林・環境行政（14）

市況情報

地域の人

その他

連載
●山の歳時記（150）
●山のおじゃまむし（319）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（62）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（60）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　「森林のたより」編集委員になって１年が経ち、皆様に記事を書いていただく
ことの大変さを感じている今日この頃です。
　本号でも紹介しておりますが、昨年のドイツに引き続き「日独林業シンポジウム
2017」を岐阜市で開催しました。また、その前日にはエクスカーションとして、ド

イツからお越しいただいたロッテンブルク大学の先生及び学生20名等に郡上市の古川林業と
長良川木材事業協同組合を見ていただくための支援を行いました。
　当日は、古川林業の古川秀樹氏からの説明及び長良川木材事業協同組合の山内氏からの説
明に対し、ドイツ側からは熱心な質問が数多く出て、視察時間がオーバーするほどでした。
　私自身もドイツ人から話しかけられることが多かったが、ドイツ語、英語は分からず、片言の
英単語で対応しますが、案の定理解してもらえず通訳がいないとタジタジになる１日でした。も
う少し会話ができるといいなと感じました。
　今後はこのシンポジウムを契機として、日本とドイツの関わりが更に強固なものになることを
祈念しています。

「森林のたより」編集委員　井戸 好美

平成29年度
第56回 治山研究会中部支部技術（設計・積算）検討会に参加しました。

　平成２９年１０月２６、２７日に、福井県にて第５６回治山研究会中部支部技術（設計・積算）検討会が開催されました。
　治山研究会中部支部は、中部８県と中部森林管理局から構成され、毎年、現地検討会と技術（設計・積算）検討会を開催しています。
技術（設計・積算）検討会では、「治山技術の発展向上のための取組課題」と「設計・積算歩掛調査等の課題」を局・各県が持ち寄り、
情報交換や解決に向けた討議を行っています。（現地検討会の内容については１２月号に掲載しています。）
　両日に渡って、福井県庁舎にて検討会を行いました。今回は、昨年度本県も受検しました会計実地検査において治山事業がメインテー
マになり、全国的に講評事案として掲げられたことを受け、事業計画や山地災害危険地
区への取り組みのほか、治山技術に係る課題が多く出されました。このほか、昨年度大
幅に改定された調査設計歩掛の適用や局・各県で直面している諸課題など、ここ数年
を振り返っても、重要な課題が多くあったこともあり、例年以上に活発な意見交換がなさ
れました。
　多くの課題がある中で、この検討会だけで解決策が見付かるという訳ではありませんが、
実務担当者相互の交流も深まり、今後の事業遂行に非常に有意義な会議となりました。
　なお、来年度は長野県において開催されます。

検討会の様子

【治山課　下垣内友哉】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-1111 内線（3167） 治山課まで

森林・林業関係イベントカレンダー（2月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

2月7日㈬

2月8日㈭～
2月9日㈮

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）●講習時間： 9:20～15:30 学科
　　　　　  15:30～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 8日 8:30～17:40 学科
　　　　　   9日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

8日（学科）ぎふ森林文化センター
　　　　 （岐阜市六条江東2-5-6）
9日（実技）岐阜県森連岐阜支所
　　　　 （関市倉知字物見山4660-16）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

MORINOTAYORI21



市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 11月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

292

310

302

310
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（11月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

59,000

60,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ並材３ｍ（16～24㎝）は不足しており強含み。スギ4ｍ元木、二番ともに
中目、中目上は不足しており強含み。スギ構造向け並材、合板向け、かなり不
足。ヒノキ並材４ｍ土台取り強含み、造材は４ｍ（16～22㎝）が有利。ヒノキ二
番中目材は荷動きも少なく、弱含み。製紙パルプ向け針葉樹はかなり不足。製
紙パルプ向け広葉樹原木、受け入れ制限となっております。予定される方は共
販所担当者まで一報ください。（岐阜）

　ヒノキ並材４ｍ（16～22㎝）強含み。スギ並材3m・4ｍ（16～24㎝）不足。需
要期を迎えヒメコ、広葉樹は上昇の気配有り。スギ太物良材は人気。スギ太物
欠陥材は売りづらい。広葉樹が入荷が薄い状態となっておりますので出荷者各
位のご協力をお願い致します。（飛騨）

　ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特殊材））２ｍ・３ｍ・４ｍ・６ｍは応
札も多く横ばい。ヒノキ並材は３ｍ・４ｍとも（16～28㎝）横ばい、６ｍ（16～20
㎝）は価格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元木、良材は応札多くやや高値、二
番玉並材３ｍ・４ｍとも（16～28㎝）横ばい。枝虫材等、欠点材は売りにくい。
（スギについては、県内新工場稼働（長良川木協）につき今後原木の流れが良
くなるが、荷不足感が強い。）（東濃）

全般的に横ばい（弱含み）で推移
【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

1,950

2,580

丸太の樹皮を剥きとる機械。高水圧で皮剥きするジェットバーカー、刃物で剥
くリングバーカー、ドラムバーカー、チェーンバーカーなどがあります。

バーカー

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1644回

岐
阜
共
販
所

第1221回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

16,000
20,000
－
－
－
－
－
－
－
－
－

35,500
－
－

40,000
－
－
－
－

17,000
－

26,000
12,900
16,500
21,000
34,000
34,000
43,000
－

52,000
56,000
91,000
－
－

12,200
11,200
11,700
12,700
12,500
13,500
16,300
15,000
16,800
14,500
16,500
23,000
12,000
12,000
12,000
16,000
15,500
16,000
－
9,000

10,000
16,000
14,000
－

20,000
12,200
12,500
13,300
16,700
14,700
19,800
9,000

15,000
20,000
27,100
7,500

10,000

12月5日

12月6日

第1554回

東
濃
共
販
所

12月7日
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